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非婚の家族における連れ子養子縁組の事実上の禁止の違憲性　
 

判 

例 

研 

究 非
婚
の
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組
の
事
実
上
の
禁
止
の
違
憲
性
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【
事
実
】

　

本
件
は
、
共
同
生
活
を
送
る
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
に
あ
る
二
者
の
う
ち
一
方
パ
ー
ト
ナ
ー
の
実
子
を
他
方
パ
ー
ト
ナ
ー
が
養
子
縁
組
す
る
こ
と
で
両
者

共
通
の
子
と
す
る
連
れ
子
養
子
縁
組
（Stiefkindadoption

）
に
関
し
て
、
本
件
当
時
の
ド
イ
ツ
民
法
の
規
定
上
、
パ
ー
ト
ナ
ー
間
に
婚
姻
関
係
が
あ

る
場
合
に
は
裁
判
所
に
よ
る
審
査
を
経
て
養
子
縁
組
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
間
に
婚
姻
関
係
が
な
い
場
合
に
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
た
点
が
、
基
本
法
三
条
一
項
に
反
す
る
と
判
断
さ
れ
た
憲
法
異
議
で
あ
る
。

　

本
憲
法
異
議
の
申
立
人
Ａ
は
、
申
立
て
の
時
点
で
未
成
年
で
あ
っ
た
申
立
人
Ｂ
及
び
Ｃ
の
実
母
で
あ
る
。
Ａ
と
婚
姻
し
て
い
た
、
Ｂ
及
び
Ｃ
の
実
父

Ｄ
は
、
二
〇
〇
六
年
に
死
亡
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
以
来
、
Ａ
と
申
立
人
Ｅ
と
は
非
婚
の
生
活
共
同
体
（nichteheliche Lebensgem

einschaft

）

に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
。
Ａ
は
寡
婦
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、
当
該
年
金
を
生
活
基
盤
と
し
て
い
る
が
、
再
婚
す
る
と
当
該
年
金
の
受
給
資
格
が
失

わ
れ
る
た
め
、
Ｅ
と
婚
姻
せ
ず
に
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
Ａ
と
Ｅ
は
Ｂ
及
び
Ｃ
を
共
通
の
子
と
す
る
養
子
縁
組
の
申
立

て
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
法
状
況
に
よ
れ
ば
、
Ａ
と
婚
姻
関
係
に
な
い
Ｅ
が
Ｂ
及
び
Ｃ
を
養
子
縁
組
す
る
場
合
、
Ａ
と
Ｂ
及
び
Ｃ
と
の
法

的
な
親
子
関
係
は
喪
失
す
る
こ
と
と
な
り
、
Ｂ
及
び
Ｃ
を
Ａ
と
Ｅ
と
の
共
通
の
子
と
す
る
よ
う
な
養
子
縁
組
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

（
1
）

（
2
）
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な
法
状
況
は
、
民
法
一
七
五
四
条
一
項
、
同
条
二
項
、
同
法
一
七
五
五
条
一
項
一
文
及
び
同
条
二
項
に
よ
っ
て
帰
結
さ
れ
て
い
た
。

　

民
法
一
七
五
五
条
一
項
一
文
は
、「
養
子
縁
組
で
以
て
、
子
及
び
そ
の
卑
属
と
縁
組
以
前
の
親
族
と
の
親
族
関
係
、
及
び
そ
の
親
族
関
係
か
ら
生
じ

る
権
利
義
務
は
、
消
滅
す
る
」
と
規
定
し
、
原
則
と
し
て
、
養
子
縁
組
さ
れ
た
子
は
そ
れ
ま
で
の
法
的
な
家
族
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
を
定

め
て
い
る
。
こ
の
原
則
の
例
外
と
し
て
同
条
二
項
は
、「
一
方
配
偶
者
が
他
方
配
偶
者
の
子
を
養
子
縁
組
す
る
場
合
、
前
項
の
〔
親
族
関
係
及
び
そ
こ

か
ら
生
じ
る
権
利
義
務
の
〕（〔　

〕
は
筆
者
挿
入
。
以
下
同
様
。）
消
滅
は
他
方
の
親
及
び
そ
の
親
族
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
生
じ
る
」
と
規
定
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦
に
お
い
て
は
、
子
と
そ
の
実
親
で
あ
る
一
方
配
偶
者
と
の
間
に
従
来
存
在
し
た
親
族
関
係
を
維
持
し
た

ま
ま
、
他
方
配
偶
者
が
子
を
養
子
縁
組
す
る
、
い
わ
ゆ
る
連
れ
子
養
子
縁
組
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
同
法
一
七
五
四
条
一
項
は
、「
夫

婦
が
子
を
、
或
い
は
一
方
配
偶
者
が
他
方
配
偶
者
の
子
を
養
子
縁
組
す
る
場
合
、
子
は
両
者
共
通
の
子
た
る
法
的
地
位
を
得
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
民
法
一
七
五
四
条
一
項
及
び
同
法
一
七
五
五
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
の
は
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
本
件
に
お
け
る

Ａ
と
Ｅ
の
よ
う
な
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
Ｅ
が
Ｂ
及
び
Ｃ
を
養
子
縁
組
す
る
場
合
、
民
法
一
七
五
五
条
一
項
の

原
則
の
み
が
妥
当
し
、
Ｂ
及
び
Ｃ
は
、
養
親
た
る
継
親
Ｅ
と
の
間
に
法
的
な
親
族
関
係
を
新
た
に
獲
得
す
る
一
方
、
実
親
た
る
Ａ
と
の
間
の
法
的
な
親

族
関
係
を
喪
失
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
子
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
も
、
民
法
一
七
五
四
条
一
項
は
妥
当
せ
ず
、「
そ
の
他
の
場
合
〔
前
項
に
定
め

る
、
夫
婦
が
子
を
、
或
い
は
一
方
配
偶
者
が
他
方
配
偶
者
の
子
を
養
子
縁
組
す
る
場
合
以
外
の
場
合
〕
に
は
、
子
は
養
子
縁
組
を
し
た
者
の
子
た
る
法

的
地
位
を
得
る
」
と
規
定
す
る
民
法
一
七
五
四
条
二
項
が
妥
当
す
る
こ
と
で
、
Ｂ
及
び
Ｃ
は
法
的
に
は
Ｅ
の
み
の
子
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
法
一

七
五
四
条
一
項
、
同
条
二
項
、
一
七
五
五
条
一
項
及
び
同
条
二
項
（
以
下
、
ま
と
め
て
「
本
件
規
定
」
と
い
う
。）
に
よ
っ
て
、
連
れ
子
養
子
縁
組
は

非
婚
の
生
活
共
同
体
に
対
し
て
は
排
除
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
Ａ
及
び
Ｅ
の
申
立
て
に
対
し
、
ア
ハ
ウ
ス
区
裁
判
所
（A

G A
haus, Beschluss vom

 9. D
ezem

ber 2013 – 12 F 235/13 -, ju-

ris.

）
は
、
非
婚
の
者
は
単
独
で
し
か
養
子
縁
組
で
き
ず
、
Ｂ
及
び
Ｃ
を
Ａ
と
Ｅ
と
の
共
通
の
子
と
す
る
養
子
縁
組
は
、
当
時
の
法
状
況
に
よ
れ
ば
不

可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
法
状
況
を
作
り
出
す
民
法
の
規
定
も
違
憲
で
は
な
い
と
し
て
、
申
立
て
を
棄
却
し
た
。
Ａ
ら
は
ハ
ム
上
級
裁
判
所

に
上
訴
し
た
が
、
理
由
な
し
と
し
て
棄
却
さ
れ
た
（O

LG H
am

m
, Beschluss vom

 13. A
ugust 2015 – II-3 U

F 9/14 –, juris

）。

（
3
）
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ハ
ム
上
級
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
て
連
邦
通
常
裁
判
所
（
以
下
、「
Ｂ
Ｇ
Ｈ
」
と
い
う
。）
に
抗
告
が
な
さ
れ
た
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
こ
れ
を
棄
却
し
た

（BGH
, Beschluss vom

 8. Februar 2017 – X
II ZB 586/15 –, juris

）。
曰
く
、
申
し
立
て
ら
れ
た
養
子
縁
組
は
現
行
法
に
お
い
て
は
不
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
民
法
の
規
定
は
違
憲
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
基
本
法
三
条
一
項
か
ら
生
じ
る
申
立
人
Ａ
、
Ｅ
の
平
等
取
扱
い

の
権
利
に
つ
い
て
の
合
憲
性
に
関
し
て
は
、
養
子
に
両
親
の
安
定
し
た
関
係
を
保
障
す
る
と
い
う
本
件
規
定
の
目
的
は
正
当
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
立

法
者
が
婚
姻
と
い
う
形
で
法
的
に
守
ら
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
照
準
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
立
法
者
の
裁
量
の
範
囲
内
で
あ
る
、
と
判
示
し
た
。

　

こ
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
異
議
が
提
起
さ
れ
た
。

【
判
旨
】

　

連
れ
子
養
子
縁
組
を
非
婚
の
家
族
に
お
い
て
の
み
排
除
す
る
こ
と
は
、
親
の
基
本
権
（
基
本
法
六
条
二
項
）、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的

保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
（
同
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
）、
家
族
の
基
本
権
（
同
法
六
条
一
項
）
を
侵
害
し
な
い
。
し
か
し
、
子

の
平
等
取
扱
い
に
対
す
る
権
利
（
同
法
三
条
一
項
）
に
反
す
る
。

一
．
親
の
基
本
権
（
基
本
法
六
条
二
項
）

　
「
継
親
は
、
子
の
養
子
縁
組
に
先
立
っ
て
、
親
の
基
本
権
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。
継
親
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
及
び
そ
の
子
と
共
に
「
社
会
的

家
族
共
同
体
の
中
で
生
活
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
養
子
縁
組
を
す
る
ま
で
は
こ
の
〔
親
の
〕
基
本
権
の
主
体
で
は
な
い
」。
子
と
、
そ
の
子
に

対
し
て
社
会
的
な
親
の
役
割
を
引
き
受
け
て
は
い
る
が
法
的
な
親
で
は
な
い
者
と
の
間
の
家
族
的
結
合
は
、
形
式
的
な
親
の
地
位
に
依
存
し
な
い
、
基

本
法
六
条
一
項
の
家
族
の
保
護
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
。

二
．
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
（
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
）

　
「
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
基
本
法
二
条
一
項
に
基
づ
い
て
子
ど
も
に
与
え
ら

れ
る
権
利
も
ま
た
、
連
れ
子
養
子
縁
組
の
法
律
上
の
制
限
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
は
い
な
い
」。「
人
格
の
自
由
な
発
展
に
つ
い
て
の
子
の
権
利
は
、
子

が
社
会
共
同
体
の
内
部
に
お
い
て
自
分
自
身
で
責
任
を
負
う
人
格
へ
と
発
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
措
置
を
採
る
こ
と
を
立
法
者
に
義

務
付
け
る
。
尤
も
、
子
の
人
格
の
発
展
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
保
護
の
責
任
は
、
基
本
法
六
条
二
項
に
よ
っ
て
憲
法
上
、
と
り
わ
け
両
親
に
割
り
当
て

（阪大法学）72（1-317）　317 〔2022. 5 〕
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ら
れ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
国
家
に
は
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
か
ら
生
じ
る
基
本
権
の
保
護
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
」。
国

家
は
、
親
が
子
と
向
き
合
う
こ
と
を
可
能
に
し
、
保
障
す
る
責
任
を
負
っ
て
お
り
、「
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
は
こ
の
限
り

で
、
国
家
に
対
す
る
子
の
主
観
的
権
利
と
し
て
、
両
親
が
実
際
に
義
務
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
る
権
利
を
基
礎
づ
け
る
（vgl. 

BV
erfGE 133, 59

〈74 f. Rn. 43

〉）」。
本
件
で
は
こ
の
権
利
が
関
わ
っ
て
い
る（berührt sein

）。「
と
い
う
の
も
、
養
子
縁
組
を
し
よ
う
と
す
る
継

親
は
事
実
上
、
法
的
な
親
の
地
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
で
以
て
、
子
の
福
祉
や
保
護
の
た
め
に
、
も
う
一
人
の
親
と
し
て
法
的

な
意
味
に
お
け
る
親
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
立
法
者
は
子
に
対
す
る
保
護
の
責
任
に
反
し
て
は
い
な
い
。「
立
法
者
に
は
、
如
何
に
し
て
監
護
及
び
教
育

の
責
任
の
親
に
よ
る
引
受
け
を
効
果
的
に
保
障
す
る
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
裁
量
の
余
地
が
与
え
ら
れ
る
（vgl. BV

erfGE 133, 59

〈75 Rn. 

45

〉）」
の
で
あ
り
、
本
件
で
は
こ
の
裁
量
の
踰
越
は
な
い
。
連
れ
子
養
子
縁
組
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
連
れ
子
家
族
の
状
況
に
お
い
て
は
、
子
は
、
連

れ
子
家
族
の
中
で
と
も
に
暮
ら
す
実
親
が
い
る
こ
と
に
よ
り
、「
法
的
に
も
事
実
上
も
親
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
そ
の

用
意
の
あ
る
親
」
を
一
人
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
さ
ら
に
、
連
れ
子
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
共
通
の
子
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、「
実
際
上

親
の
責
任
を
担
う
用
意
の
あ
る
、
第
二
の
法
的
な
親
を
手
に
入
れ
る
」
た
め
の
請
求
権
は
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
か
ら
は

生
じ
な
い
。

三
．
家
族
の
基
本
権
（
基
本
法
六
条
一
項
）

　

基
本
法
六
条
一
項
か
ら
生
じ
る
家
族
の
基
本
権
も
ま
た
、
法
律
上
の
養
子
縁
組
の
限
定
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
は
い
な
い
。「
家
族
の
基
本
権
の
保

護
領
域
は
確
か
に
、
関
わ
っ
て
い
る（berührt sein

）。
両
親
と
子
か
ら
な
る
実
際
上
の
生
活
・
教
育
共
同
体
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
っ
て
家
族

と
し
て
保
護
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、「
家
族
の
基
本
権
に
よ
る
保
護
に
と
っ
て
、
両
親
が
互
い
に
婚
姻
し
て
い
る
か
否
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
」。
そ
し

て
「
家
族
の
基
本
権
は
と
り
わ
け
、
家
族
構
成
員
の
共
同
生
活
と
、
家
族
の
共
同
生
活
の
方
法
に
関
し
て
自
ら
決
定
す
る
自
由
を
保
障
す
る
（vgl. 

BV
erfGE 61, 319 <347>; 99, 216 <231>; 133, 59 <84 Rn. 67>

）」。
本
件
で
は
、
継
親
は
親
特
有
の
子
に
対
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
実
親
と
継
親
と
が
子
の
教
育
を
同
権
的
に
担
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
故
に
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
諸
規
定
は
「
家
族
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の
共
同
生
活
に
関
わ
っ
て
い
る
」。

　

し
か
し
な
が
ら
、
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
連
れ
子
養
子
縁
組
を
不
可
能
と
す
る
こ
と
は
、「
法
的
な
内
容
形
成
に
関
す
る
立
法
者
の
権
限
」
の
内
に

と
ど
ま
る
。
家
族
の
基
本
権
が
、
法
的
な
親
子
関
係
に
比
肩
す
る
関
係
に
お
い
て
も
共
同
生
活
を
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
立
法
者
が
そ
の
関
係
に

対
し
、
全
き
親
の
権
利
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
保
護
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

四
．
子
の
平
等
取
扱
い
に
対
す
る
権
利
（
基
本
法
三
条
一
項
）

「
現
行
法
は
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
子
ど
も
を
婚
姻
関
係
の
あ
る
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
子
ど
も
に
比
し
て
十
分
な
理
由
な
く
不
利
に
取
り

扱
っ
て
い
る
が
故
に
、
基
本
法
三
条
一
項
に
違
反
し
て
い
る
」。

　

現
行
法
に
よ
れ
ば
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
子
ど
も
に
は
、
婚
姻
関
係
の
あ
る
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
子
ど
も
と
は
対
照
的
に
、
実
親
と
の

親
族
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
で
継
親
に
養
子
縁
組
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
身
が
と
も
に
暮
ら
す
実
親
と
継
親
と
の
共
通
の
子
と
な
る
可
能
性
が
、
一

切
否
定
さ
れ
て
い
る
。「
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
子
ど
も
の
こ
の
よ
う
な
不
利
益
取
扱
い
の
正
当
性
は
、
厳
格
な
比
例
性
の
要
請
に
基
づ
い
て

測
ら
れ
る
」。

（
一
）
基
本
法
三
条
一
項
の
意
味
内
容

　
「
基
本
法
三
条
一
項
は
、
立
法
者
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
区
別
を
禁
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
区
別
は
常
に
、
別
異
取
扱
い
の
目

標
と
程
度
に
相
当
す
る
、
実
質
的
な
根
拠
に
よ
る
正
当
化
を
要
す
る
。
こ
の
と
き
、
柔
軟
な
、
比
例
原
則
に
定
位
し
た
憲
法
上
の
審
査
基
準
が
妥
当
す

る
。
こ
の
基
準
の
内
容
と
限
界
と
は
、
抽
象
的
に
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
問
題
と
な
る
様
々
な
事
項
領
域
・
規
律
領
域
に
応
じ
て
確
定
さ
れ
る
。
別
異

取
扱
い
を
支
え
る
実
質
的
な
根
拠
に
つ
い
て
の
憲
法
上
の
要
請
に
つ
い
て
、
一
般
的
平
等
原
則
か
ら
は
、
規
律
対
象
と
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
応
じ

て
立
法
者
に
対
し
て
様
々
な
限
界
が
生
じ
、
こ
の
限
界
は
、
恣
意
の
禁
止
に
限
定
さ
れ
た
緩
や
か
な
拘
束
か
ら
厳
格
な
比
例
性
の
要
求
に
ま
で
至
り
得

る
。
立
法
者
の
よ
り
厳
格
な
拘
束
は
、
そ
の
都
度
問
題
と
な
る
自
由
権
か
ら
生
じ
得
る
。
加
え
て
、
法
律
上
の
区
別
が
引
き
合
い
に
出
す
メ
ル
ク
マ
ー

ル
が
、
個
人
に
と
っ
て
自
由
に
な
る
程
度
が
わ
ず
か
で
あ
る
ほ
ど
、
或
い
は
、
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
基
本
法
三
条
三
項
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
近
づ
く

ほ
ど
、
憲
法
上
の
要
請
は
厳
格
化
す
る
（BV

erfGE 138, 136 〈180 f. Rn. 121 f.

〉; stRspr
）」。
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（
二
）
審
査
基
準
の
確
定

　
「
本
件
で
は
よ
り
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
憲
法
上
の
要
請
は
、
単
な
る
恣
意
の
禁
止
を
明
ら
か
に
超
え
る
」。
な
ぜ
な
ら
、

「
養
子
縁
組
は
人
格
の
発
展
に
と
っ
て
本
質
的
な
子
の
基
本
権
に
関
わ
り
…
…
、
ま
た
、
今
日
の
法
状
況
に
と
っ
て
決
定
的
な
区
別
の
基
準
は
親
と
継

親
と
の
間
の
婚
姻
で
あ
り
、
子
は
〔
こ
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
〕
影
響
を
与
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
両
親
が
〔
婚
姻
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〕
こ

の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
〔
に
も
拘
ら
ず
そ
う
し
な
い
〕
こ
と
の
責
任
が
、
子
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
も
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

　

ア
．
養
子
縁
組
は
人
格
の
発
展
に
と
っ
て
本
質
的
な
子
の
基
本
権
に
関
わ
る

　

第
一
に
、
非
婚
の
継
親
に
よ
る
養
子
縁
組
が
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
継
親
は
子
の
人
格
の
発
展
の
た
め
の
配
慮
を
完
全
な
範
囲
で
引
き

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
点
で
「
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
か
ら
生
じ
る
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的

保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
が
関
わ
っ
て
い
る
」。
第
二
に
、
非
婚
の
継
親
に
よ
る
養
子
縁
組
が
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
継
親
は
法
的
に
完

全
な
親
の
地
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
と
結
び
つ
い
た
、
当
該
継
親
に
対
す
る
親
の
権
利
の
制
限
は
、
実
親
と
継
親
と
が
親
の
責

任
を
同
権
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
反
し
、
こ
の
点
で
、「
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
、
子
の
、
自
身
の
親
と
の
家
族
的
共
同
生
活
を

妨
げ
る
」。

　

非
婚
の
継
親
は
、
養
子
縁
組
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
子
に
対
し
て
何
ら
の
配
慮
権
、
配
慮
義
務
を
も
持
た
ず
、
実
親
と
婚
姻
し
て
い
る
継
親
が
持
つ
、

い
わ
ゆ
る
小
配
慮
権
（
民
法
一
六
八
七
ｂ
条
）
す
ら
持
た
な
い
。
連
れ
子
養
子
縁
組
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
的
に
は
親
で
な
い
継
親
が
実
親
と
共

同
で
、
子
に
対
し
て
、
親
と
し
て
の
責
任
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
継
親
に
対
す
る
子
の
法
的
地
位
は
相
当
程
度
改
善
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
登
録
生
活

パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
の
連
れ
子
養
子
縁
組
の
導
入
の
た
め
の
立
法
手
続
き
の
な
か
で
強
調
さ
れ
て
い
た
（BT

D
rucks 15/3445, S. 15

）。

　

専
門
家
の
鑑
定
書
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
両
親
の
法
的
な
平
等
取
扱
い
は
、
家
族
内
に
お
い
て
、
ま
た
、
子
に
対
し
て
、
安
定
を
も
た
ら
す

よ
う
に
働
く
」。
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
継
親
も
共
同
で
の
配
慮
権
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、「
子
の
帰
属
感
情
や
両
親
の
責
任
感
を
強
め
、
両
親
に

よ
る
共
同
の
教
育
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
加
え
て
、
連
れ
子
養
子
縁
組
の
禁
止
は
、
家
族
内
で
、
連
れ
子
の
実
親
と
継
親
と
の
共
通
の
子

も
生
活
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
異
父
・
異
母
兄
弟
姉
妹
に
比
し
て
不
平
等
な
親
子
関
係
と
な
る
場
合
に
は
、「
連
れ
子
が
自
ら
を
異
父
・
異
母
兄
弟

（
4
）
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姉
妹
と
並
ぶ
十
分
な
資
格
の
あ
る
子
だ
と
み
な
さ
な
い
虞
が
あ
る
」。
ま
た
、「
子
の
継
親
に
対
す
る
関
係
は
、
養
子
縁
組
な
く
し
て
は
、
何
ら
の
法
的

基
礎
を
も
持
た
ず
、
単
に
法
的
な
親
と
継
親
と
の
関
係
を
介
し
て
成
立
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
法
的
な
親
の
引
離
し
や
死
の
後
に
は
、
実
際
に
は
存
続
す

る
継
親
と
子
と
の
関
係
が
、
法
的
に
は
保
護
さ
れ
ず
、
こ
の
基
礎
は
消
失
す
る
」。
故
に
、「
子
は
、
養
子
縁
組
な
し
に
は
、
実
親
を
失
っ
た
場
合
に
継

親
が
自
身
を
扶
養
し
続
け
る
と
い
う
確
信
を
持
た
な
い
」。

　

確
か
に
、
連
れ
子
養
子
縁
組
は
、
子
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
を
も
も
た
ら
す
。
連
れ
子
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、
実
親
と
の
離
別
の
後
も
継
親
と
子
と
の

親
子
関
係
が
存
続
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
養
親
と
子
と
の
間
に
何
ら
持
続
的
な
関
係
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
、
子
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
。
ま
た
、

連
れ
子
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、
生
活
を
共
に
し
て
い
な
い
一
方
の
親
と
そ
の
親
族
（
祖
父
母
等
）
が
、
法
的
に
も
事
実
的
に
も
、
子
の
生
活
か
ら
排
除

さ
れ
る
こ
と
で
、
子
に
負
担
を
か
け
得
る
。

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
連
れ
子
養
子
縁
組
が
一
定
の
場
合
に
子
に
対
し
て
問
題
を
投
げ
か
け
る
か
ら
と
い
っ
て
、
連
れ
子
養
子
縁
組
が
原
則
的
に
子
の

福
祉
に
資
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
故
に
立
法
者
は
、
婚
姻
関
係
の
あ
る
連
れ
子
家
族
に
お
い
て
、
具
体
的
な
個
別
事
例
に

お
け
る
審
査
を
前
提
と
し
て
連
れ
子
養
子
縁
組
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
子
に
は
、
そ
も
そ
も
具

体
的
事
例
に
お
け
る
養
子
縁
組
の
利
益
と
不
利
益
と
の
審
査
が
問
題
と
な
る
こ
と
も
な
く
、
養
子
縁
組
と
結
び
つ
い
た
発
達
の
機
会
が
最
初
か
ら
否
定

さ
れ
て
い
る
」。

　

イ
．
親
と
継
親
と
の
婚
姻
は
子
に
は
如
何
と
も
し
が
た
い

　

親
と
継
親
と
が
婚
姻
し
さ
え
す
れ
ば
、
連
れ
子
養
子
縁
組
の
途
は
開
か
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
と
継
親
と
の
「
婚
姻
と
い
う
〔
区
別
の
〕
基
準

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
自
由
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
子
ど
も
は
、
養
子
縁
組
の
前
提
た
る
婚
姻
締
結
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
対
し
て
、
何
ら
の

影
響
力
を
も
持
た
な
い
。
ま
た
、
婚
姻
締
結
に
対
す
る
両
親
の
決
断
の
責
任
を
子
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
も
、
何
ら
理
由
は
な
い
」。

（
三
）
基
準
の
当
て
は
め

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
要
求
さ
れ
る
厳
格
な
正
当
化
を
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
民
法
の
諸
規
定
は
満
た
し
て
い
な
い
。
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ア
．
連
れ
子
養
子
縁
組
一
般
に
妥
当
す
る
懸
念

　

先
述
の
、
一
般
的
に
連
れ
子
養
子
縁
組
が
も
た
ら
す
子
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
の
懸
念
は
、
非
婚
の
家
族
に
お
け
る
子
ど
も
の
不
利
益
取
扱
い
を
正
当

化
し
な
い
。「
何
故
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
懸
念
は
非
婚
の
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組
に
特
有
の
問
題
に
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
婚
姻

関
係
の
あ
る
連
れ
子
家
族
に
も
、
同
様
に
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
」。

　

イ
．
子
が
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
不
十
分
な
生
活
状
況
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ

　

連
れ
子
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
子
が
不
十
分
な
生
活
状
況
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
法
律
の
目
標
は
、
子
の
福
祉
の
点
で
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
目
標
は
、
養
子
縁
組
を
不
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
達
成
さ
れ
得
な
い
。
子
は
、
連
れ
子
養
子
縁
組
に
際
し
て
既
に
実
親
及
び
継
親
と
と
も
に
、

実
際
の
家
族
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。「
ま
た
、
連
れ
子
の
生
活
状
況
が
、
既
に
存
在
し
て
い
る
連
れ
子
家
族
の
中
に
お
い
て
、
ま
さ
に
養
子
縁
組
に

よ
っ
て
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
想
定
さ
れ
得
な
い
」。「
確
か
に
、
連
れ
子
の
関
係
に
お
け
る
養
子
縁
組
の
利
点
と
と
も
に
、
原
則
と

し
て
、
子
や
そ
の
卑
属
の
、
そ
れ
ま
で
の
親
族
と
の
親
族
関
係
及
び
そ
の
親
族
関
係
か
ら
生
じ
る
権
利
義
務
が
失
わ
れ
る
、
と
い
う
不
利
益
も
生
じ
る

（
民
法
一
七
五
五
条
一
項
一
文
）。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
養
子
縁
組
に
関
す
る
判
断
に
際
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
に
は
、
民
法
一
七

四
一
条
一
項
一
文
に
基
づ
く
、
子
の
福
祉
に
定
位
し
た
個
別
の
判
断
が
適
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
性
急
に
、
養
子
縁
組
に
よ

る
連
れ
子
の
生
活
状
況
の
悪
化
が
推
測
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」。

　

ウ
．
不
安
定
な
家
族
関
係
の
下
で
の
養
子
縁
組
を
防
ぐ

　
（
ア
）
目
的
の
正
当
性

　
「
子
が
、
実
親
と
継
親
と
の
関
係
が
長
期
間
存
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
、
可
能
な
限
り
安
定
し
た
家
族
関
係
に
お
い
て
の
み
養
子
縁
組
さ
れ
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
法
律
の
目
標
は
、
正
当
で
あ
る
」。

　

親
と
継
親
と
の
関
係
と
は
別
に
、
子
と
継
親
と
の
間
に
独
自
の
、
継
続
的
な
親
子
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
な
く
、
実
親
と
継
親
と
の
関
係
が
破
綻
す

る
場
合
、「
子
は
、
感
情
的
に
も
社
会
的
に
も
自
身
が
結
び
つ
い
て
い
な
い
親
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
（
人
格
の
発
展
に
対
す
る
親
族
関

係
の
帰
属
の
意
義
に
つ
い
て
は
、BV

erfGE 141, 186

〈202 Rn. 35

〉
を
参
照
）」。
こ
の
よ
う
に
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
両
親
の
離
別
後
も
「
継
親
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と
の
親
族
関
係
が
法
的
に
存
続
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
子
に
と
っ
て
の
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」。
し
か
し
、
両
親
の
関
係
が
長
期
に
亘
っ
て

安
定
し
て
い
る
場
合
、
子
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
負
担
は
生
じ
な
い
。
両
親
が
離
別
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
長
期
に
亘
っ
て
存
続
す
る
関
係
の
下
で

は
、
継
親
と
子
と
の
間
に
も
、
独
自
の
、
両
親
の
離
別
後
も
子
の
利
益
の
た
め
に
維
持
す
る
に
値
す
る
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
蓋
然
性
が
あ
る
。

故
に
、
ま
さ
に
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
負
わ
さ
れ
得
る
不
利
益
か
ら
子
を
守
る
た
め
に
、
連
れ
子
養
子
縁
組
を
可
能
な
限
り
安
定
し
た
関
係
に
あ
る
家
族

に
限
定
す
る
こ
と
は
、
正
当
で
あ
る
。

　
（
イ
）
適
合
性

　

両
親
の
間
の
婚
姻
と
い
う
区
別
の
基
準
は
、
長
期
間
存
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
関
係
を
部
分
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
は
適
合
す
る
。

　
「
両
親
が
婚
姻
関
係
に
入
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
短
期
的
な
関
係
の
願
望
を
越
え
た
結
合
の
意
思
を
推
定
す
る
に
有
利
な
証
拠
と
な
り
、
ま
た

そ
の
こ
と
で
以
て
、
関
係
の
安
定
性
を
推
定
す
る
に
有
利
な
証
拠
と
な
る
。
そ
れ
故
、
立
法
者
が
養
子
法
に
お
い
て
両
親
の
婚
姻
関
係
を
安
定
性
の
徴

表
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
憲
法
上
、
何
ら
の
異
議
も
唱
え
ら
れ
得
な
い
」。

　

他
方
、「
両
親
の
関
係
が
長
期
に
亘
り
、
か
つ
実
際
に
安
定
し
た
非
婚
の
連
れ
子
家
族
も
ま
た
、
疑
い
な
く
存
在
す
る
」。
統
計
上
、
婚
姻
家
族
と
並

ぶ
他
の
家
族
形
態
と
し
て
の
非
婚
の
家
族
の
実
際
上
の
意
義
は
、
相
当
程
度
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
法
の
文
献
で
は
、
非
婚
の
家
族
が
婚
姻
家

族
と
並
ぶ
他
の
家
族
形
態
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
故
に
非
婚
の
家
族
を
不
安
定
な
家
族
形
態
と
し
て
類
型
的
に
分
類
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
本
件
規
定
は
、
安
定
し
た
関
係
に
あ
る
非
婚
の
連
れ
子
家
族
を
把
握
す
る
こ
と
に
適
合
し
て

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
両
親
が
婚
姻
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
安
定
性
を
示
す
不
可
欠
の
徴
表
と
し
て
用
い
、
安
定
性
の
見
込
み
を
他
の
徴
表
に
よ
っ
て

代
替
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
」。

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
憲
法
上
の
適
合
性
の
要
請
が
要
求
す
る
の
は
、
確
立
し
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
完
全
な
目
標
達
成
で
は
な
く
、
目
標
〔
達
成
〕
を

促
進
す
る
た
め
の
適
合
性
で
あ
る
（vgl. BV

erfGE 138, 136

〈189

〉 m
. w

. N
.

）」。
両
親
の
婚
姻
関
係
の
有
無
と
い
う
区
別
の
基
準
は
、
安
定
性
が

見
込
ま
れ
る
関
係
の
一
部
を
確
認
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
お
り
、
ま
た
、
非
婚
の
家
族
に
連
れ
子
養
子
縁
組
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
短
命
に
終
わ
る

非
婚
の
家
族
に
お
い
て
連
れ
子
養
子
縁
組
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
し
て
い
る
」。
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「
以
上
の
事
柄
に
基
づ
い
て
、
規
定
の
適
合
性
が
憲
法
上
肯
定
さ
れ
得
る
か
否
か
は
、
こ
こ
で
は
未
決
の
ま
ま
で
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
養
子
縁
組
の

完
全
な
排
除
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
」。

　
（
ウ
）
必
要
性

　
「
別
異
取
扱
い
が
必
要
と
な
る
の
は
、
該
当
者
の
よ
り
わ
ず
か
な
不
利
益
の
下
に
区
別
の
目
標
が
同
等
に
効
果
的
に
達
成
さ
れ
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず

第
三
者
や
公
共
に
よ
り
強
い
負
担
を
か
け
る
こ
と
も
な
い
よ
う
な
手
段
を
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
み
で
あ
る
」。
本
件
で
は
、
実
親
と
継
親
と

の
関
係
に
安
定
性
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
連
れ
子
養
子
縁
組
を
可
能
と
す
る
手
段
が
存
在
す
る
。

　

本
件
規
定
に
よ
れ
ば
、
連
れ
子
養
子
縁
組
は
安
定
性
が
見
込
ま
れ
る
連
れ
子
家
族
に
お
い
て
も
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
区
別
の
目
的
に

照
ら
せ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
連
れ
子
養
子
縁
組
を
妨
げ
る
理
由
は
何
ら
存
在
し
な
い
。
こ
の
点
で
、
本
件
規
定
は
過
剰
な
効
果
を
有
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
立
法
者
は
、
安
定
性
が
見
込
ま
れ
る
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
対
し
て
も
連
れ
子
養
子
縁
組
を
可
能
と
す
る
手
段
を
採
る
こ
と
も
で
き
る
。

諸
外
国
の
法
と
同
様
に
、
非
婚
の
ペ
ア
関
係
に
見
込
ま
れ
る
べ
き
安
定
性
が
個
々
の
事
例
に
お
い
て
審
査
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
規
定
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
実
親
と
継
親
と
の
婚
姻
と
と
も
に
、
或
い
は
そ
れ
に
替
え
て
、
具
体
的
な
安
定
性
の
徴
表
を
、
例
え
ば
、
連
れ
子
養
子
縁
組
を

行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
、
継
親
と
子
と
の
、
或
い
は
子
の
実
親
と
の
、
若
し
く
は
子
及
び
そ
の
実
親
と
の
間
の
、
関
係
や
共
同
生
活
の
最
低
継
続
期

間
を
定
め
て
お
く
こ
と
も
で
き
る
。「
規
定
が
非
婚
の
状
況
に
つ
い
て
も
安
定
性
の
確
認
を
認
め
て
い
る
限
り
で
、
さ
ら
に
同
時
に
両
親
の
婚
姻
を
も

安
定
性
の
徴
表
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
憲
法
上
問
題
が
な
い
」。

　

と
は
い
え
、
個
別
事
例
に
お
け
る
非
婚
の
連
れ
子
家
族
の
安
定
性
に
関
す
る
審
査
で
誤
り
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。「
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
養

子
縁
組
を
完
全
に
不
可
能
と
す
る
方
が
、
個
別
事
例
に
お
け
る
安
定
性
の
見
込
み
に
開
か
れ
た
規
定
よ
り
も
、
短
期
間
の
後
に
破
綻
す
る
不
安
定
な
ペ

ア
の
状
況
下
で
子
が
継
親
に
養
子
縁
組
さ
れ
る
こ
と
を
、
よ
り
実
効
的
に
防
ぐ
。
尤
も
、
同
様
に
破
綻
し
得
る
婚
姻
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組

に
関
し
て
は
、
安
定
性
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
は
法
律
上
甘
受
さ
れ
て
い
る
…
…
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
区
別
が
憲
法
的
意
味
に
お
い
て
必
要
か
ど
う
か

は
、
未
決
の
ま
ま
で
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
区
別
は
い
ず
れ
に
せ
よ
相
当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
」。
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（
エ
）
狭
義
の
比
例
性

　

本
件
規
定
は
狭
義
の
比
例
性
を
欠
い
て
い
る
。

「
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
い
て
完
全
に
養
子
縁
組
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
子
の
保
護
が
、
個
々
の
事
例
に
お
け
る
実
際
の
安
定
性

の
予
測
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
養
子
縁
組
規
定
で
以
て
達
せ
ら
れ
得
る
保
護
に
比
し
て
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
点
〔
だ
け
〕
で
は
、
こ
の
よ
う
な
利

益
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
養
子
縁
組
の
完
全
な
排
除
に
よ
る
不
利
益
と
相
当
な
関
係
に
は
な
い
。
こ
の
利
益
は
、
親
の
関
係
が
安
定
し
て
お
り
、
か
つ
養

子
縁
組
が
全
体
と
し
て
子
の
福
祉
に
資
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
な
お
養
子
縁
組
を
で
き
な
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
い
て
子
に

生
じ
る
不
利
益
と
釣
り
合
っ
て
い
な
い
。
不
利
益
と
な
る
養
子
縁
組
か
ら
連
れ
子
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
実
際
の
安
定
性
の
予
測
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

養
子
縁
組
規
定
で
以
て
十
分
に
実
効
的
に
確
保
さ
れ
…
…
、
立
法
者
は
そ
の
よ
う
な
養
子
縁
組
規
定
の
枠
内
で
、
婚
姻
に
対
し
て
正
当
に
も
安
定
性
を

見
込
ん
で
よ
い
の
と
同
様
に
、
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
つ
い
て
安
定
性
を
見
込
む
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
」。

　

ま
た
、
本
件
規
定
が
安
定
的
な
連
れ
子
家
族
に
お
い
て
も
養
子
縁
組
を
完
全
に
排
除
し
て
い
る
こ
と
は
、
立
法
者
の
持
つ
簡
略
化
、
類
型
化
権
限
に

よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
な
い
。

　
「
確
立
し
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
立
法
者
は
と
り
わ
け
大
量
現
象
の
規
律
に
際
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
あ
ら
ゆ
る
個
別
事
例
に
配
慮
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
…
…
。
養
子
縁
組
の
条
件
の
審
査
は
明
ら
か
に
大
量
行
政
の
事
象
に
は
入
ら
な
い
が
、
大
量
行
政
の
事
象
に
関
す
る

規
律
以
外
で
あ
っ
て
も
、
法
律
に
よ
る
類
型
化
が
は
じ
め
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」。
例
え
ば
、
連
れ
子
家
族
内
の
ペ
ア
関
係
の
存
続

の
確
実
性
の
よ
う
に
、「
よ
り
詳
細
な
個
別
事
例
の
観
察
に
よ
っ
て
も
確
実
に
は
測
定
さ
れ
得
な
い
場
合
」
に
は
、
法
律
に
よ
る
類
型
化
が
考
慮
さ
れ

る
。「
尤
も
、
類
型
化
と
結
び
つ
い
た
別
異
取
扱
い
が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
特
定
の
条
件
の
下
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
」。
と
り
わ
け
、「
立

法
者
は
典
型
的
で
な
い
事
例
を
指
導
像
と
し
て
選
択
し
て
は
な
ら
ず
、
現
実
に
即
し
て
典
型
的
な
事
例
を
基
準
と
し
て
基
礎
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
ま
た
、
類
型
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
別
異
取
扱
い
の
程
度
が
あ
ま
り
に
も
強
度
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」。
さ
ら
に
、
不
利
益
に
扱
わ
れ
る
者
の

「
苛
酷
さ
の
緩
和
が
困
難
で
あ
る
か
ど
う
か
」
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
件
で
は
、
現
実
に
即
し
て
典
型
的
な
事
例
が
基
準
と
さ
れ
て
い
な
い
。「
非
婚
の
家
族
は
婚
姻
家
族
と
並
ぶ
別
の
家
族
形
態
と
し
て
、
ま
す
ま
す
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増
加
し
て
き
た
。
非
婚
の
連
れ
子
家
族
の
内
部
に
お
け
る
ペ
ア
関
係
は
類
型
的
に
特
に
脆
く
、
そ
の
よ
う
な
ペ
ア
関
係
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
は
僅
か

し
か
な
い
、
な
ど
と
い
う
よ
う
な
想
定
を
今
日
正
当
化
す
る
知
見
は
存
在
し
な
い
」。「
加
え
て
、
別
異
取
扱
い
の
程
度
は
強
度
で
あ
る
。
子
ど
も
に
と

っ
て
は
、
両
親
の
も
つ
家
族
内
で
の
身
分
に
基
づ
い
て
、
社
会
的
な
親
を
法
的
な
親
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
の
人
格
の
発
展
の
根
本
的
な
条
件
に
関
わ
る
」。
そ
し
て
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
子
が
継
親
に
養
子
縁
組
さ
れ
得
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
苛
酷
さ
は
、
養
子
縁
組
が
子
の
福
祉
に
資
す
る
か
否
か
を
個
別
の
事
例
に
お
い
て
審
査
し
、
ま
た
、
そ
の
審
査
に
際
し
て
、
親

の
婚
姻
と
い
う
基
準
に
代
え
て
、
或
い
は
婚
姻
と
い
う
基
準
と
と
も
に
、
親
の
ペ
ア
関
係
の
継
続
期
間
の
よ
う
な
安
定
性
の
徴
表
を
用
い
る
こ
と
で
、

困
難
も
な
く
緩
和
さ
れ
う
る
。

　

エ
．
基
本
法
六
条
一
項
に
お
け
る
婚
姻
の
保
護

　

婚
姻
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
と
非
婚
の
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
と
の
別
異
取
扱
い
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
含
ま
れ
る
、
婚
姻
を
優
遇
す
る
価
値
決

定
に
よ
っ
て
も
、
正
当
化
さ
れ
な
い
。

　
「
基
本
法
は
六
条
一
項
に
お
い
て
婚
姻
と
家
族
と
を
国
家
秩
序
の
特
別
の
保
護
の
下
に
置
く
。
こ
の
こ
と
で
以
て
憲
法
は
、
婚
姻
と
い
う
制
度
を
保

障
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
婚
姻
及
び
家
族
に
関
わ
る
私
法
及
び
公
法
の
全
領
域
に
つ
い
て
の
価
値
決
定
と
し
て
、
国
家
秩
序
に
よ
る
特
別
の
保
護
を

要
請
し
て
い
る
…
…
。
こ
の
保
護
委
託
を
果
た
す
た
め
に
、
婚
姻
を
妨
げ
或
い
は
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
適

当
な
措
置
で
以
て
婚
姻
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
国
家
の
任
務
で
あ
る
。
…
…
婚
姻
の
憲
法
上
の
保
護
を
理
由
と
し
て
、
立
法
者
に
は
原
則
と
し
て
、
婚

姻
を
他
の
生
活
形
式
に
比
し
て
優
遇
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
」。
し
か
し
な
が
ら
、
婚
姻
の
「
他
の
生
活
形
式
が
、
規
律
さ
れ
る
生
活
事
態
や
規

範
化
で
以
て
追
求
さ
れ
る
目
標
に
関
し
て
婚
姻
に
比
肩
し
得
る
に
も
拘
ら
ず
、
婚
姻
の
特
権
化
が
当
該
生
活
形
式
の
不
利
益
取
扱
い
を
伴
っ
て
現
れ
る

場
合
、
単
に
婚
姻
の
保
護
の
要
請
を
持
ち
出
す
の
み
で
は
、
こ
の
区
別
は
正
当
化
さ
れ
な
い
」。
婚
姻
と
他
の
生
活
形
式
と
の
別
異
取
扱
い
に
は
、「
単

に
基
本
法
六
条
一
項
を
援
用
す
る
こ
と
を
越
え
て
、
そ
の
都
度
の
規
律
の
対
象
及
び
目
標
に
照
ら
し
て
、
他
の
生
活
形
式
の
不
利
益
取
扱
い
を
正
当
化

す
る
、
十
分
に
重
要
な
実
質
的
根
拠
を
必
要
と
す
る
」。

　
「
本
件
で
は
、
規
律
の
対
象
は
、
一
方
で
婚
姻
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組
を
認
め
る
こ
と
と
、
他
方
で
非
婚
の
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
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縁
組
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
婚
姻
し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
非
婚
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
間
に
は
差
異
が
全
く
以
て
存
在
す
る
。
非

婚
の
生
活
共
同
体
は
、
と
り
わ
け
パ
ー
ト
ナ
ー
が
拘
束
力
の
あ
る
規
範
に
何
ら
服
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
婚
姻
か
ら
区
別
さ
れ
る
」。「
し
か

し
な
が
ら
、
規
律
の
目
標
に
照
ら
す
と
、
婚
姻
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
と
非
婚
の
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
の
別
異
取
扱
い
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。
こ
の

別
異
取
扱
い
は
、
不
安
定
な
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
養
子
縁
組
を
防
ぐ
、
と
い
う
目
標
に
仕
え
る
」。
こ
の
別
異
取
扱
い
は
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
は

不
安
定
で
あ
り
短
期
間
し
か
存
続
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
定
に
基
づ
く
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
想
定
は
十
分
に
確
た
る
も
の
で
は
な
く
、
非
婚

の
家
族
状
態
を
婚
姻
し
て
い
る
家
族
状
態
に
対
し
て
例
外
な
く
不
利
益
に
扱
う
こ
と
を
正
当
化
で
き
な
い
。

【
評
釈
】

一
．
平
等
審
査
に
お
け
る
子
の
実
体
的
基
本
権
の
役
割

　

本
決
定
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
実
親
と
継
親
と
の
間
の
婚
姻
関
係
の
有
無
を
区
別
の
基
準
と
し
て
、
婚
姻
関
係
が
あ
る
連
れ
子
家
族
に

は
連
れ
子
養
子
縁
組
を
認
め
る
の
に
対
し
て
、
婚
姻
関
係
が
な
い
連
れ
子
家
族
で
は
連
れ
子
養
子
縁
組
を
一
切
認
め
な
い
と
い
う
別
異
取
扱
い
を
す
る

こ
と
が
、
子
の
平
等
取
扱
い
に
対
す
る
権
利
（
基
本
法
三
条
一
項
）
に
反
す
る
、
と
判
示
し
た
。
尤
も
、
本
決
定
に
お
い
て
論
点
と
な
っ
た
の
は
、
子

の
平
等
取
扱
い
に
対
す
る
権
利
だ
け
で
は
な
い
。
基
本
法
三
条
一
項
適
合
性
の
判
断
に
先
立
ち
、
親
の
基
本
権
（
基
本
法
六
条
二
項
）、
親
に
よ
る
監

護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
（
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
）、
家
族
の
基
本
権
（
基
本
法
六
条
一
項
）、
そ

し
て
非
嫡
出
子
の
権
利
（
基
本
法
六
条
五
項
）
の
侵
害
に
つ
い
て
も
審
査
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対

す
る
子
の
権
利
と
家
族
の
基
本
権
の
侵
害
に
つ
い
て
の
審
査
は
、
違
憲
判
断
を
導
い
た
子
の
平
等
取
扱
い
に
対
す
る
権
利
侵
害
の
審
査
の
構
造
及
び
内

容
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
先
ず
は
両
権
利
に
関
す
る
判
示
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

（
一
）
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
と
の
関
わ
り

　

本
決
定
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組
の
事
実
上
の
禁
止
が
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び

つ
い
た
二
条
一
項
か
ら
生
じ
る
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
に
「
関
わ
る
」
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
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基
本
法
二
条
一
項
は
、「
何
人
も
、
他
人
の
権
利
を
侵
害
せ
ず
、
か
つ
、
憲
法
適
合
的
秩
序
又
は
道
徳
律
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
自
己
の

人
格
を
自
由
に
発
展
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
す
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
確
立
し
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
社
会
の
内
部
に
お
い
て
自
分
自
身
で

責
任
を
負
う
人
格
主
体
へ
と
子
が
発
達
す
る
た
め
に
は
保
護
と
援
助
を
必
要
と
す
る
。
尤
も
、
こ
の
人
格
の
発
達
に
対
す
る
直
接
的
な
保
護
義
務
は
、

基
本
法
六
条
二
項
一
文
に
よ
り
、
第
一
次
的
に
は
親
に
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
親
は
子
の
監
護
及
び
教
育
の
義
務
を
負
う
。
国
家
は
、
基
本
法
六
条

二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
に
よ
り
、
子
が
親
の
保
護
の
下
に
自
分
自
身
で
責
任
を
負
う
人
格
主
体
へ
と
発
達
で
き
る
よ
う
、
統
制
と
保
障
の

義
務
を
負
う
。
こ
の
国
家
の
客
観
的
義
務
に
対
応
し
て
、「
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
は
、
親
が
〔
子
の
監
護
及
び
教
育
の
〕

義
務
を
実
際
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
定
位
し
た
、
国
家
に
対
し
て
保
障
を
求
め
る
子
の
主
観
的
な
権
利
を
基
礎
づ
け
る
」。
但
し
、
基
本
法
六
条
二
項

一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
か
ら
生
じ
る
国
家
の
義
務
は
、「
子
に
対
す
る
基
本
権
保
護
義
務
に
根
源
を
有
」
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
基
本

権
保
護
義
務
を
国
家
が
如
何
に
し
て
果
た
す
か
は
、
第
一
次
的
に
は
立
法
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
親
に
よ
る
監
護
及
び

教
育
の
国
家
的
保
障
を
如
何
に
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
に
裁
量
の
余
地
が
与
え
ら
れ
る
。

　

本
決
定
で
は
、
子
に
は
法
的
な
親
と
し
て
実
親
が
い
る
た
め
、
継
親
が
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
も
う
一
人
の
法
的
な
親
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し

て
も
、
立
法
裁
量
の
限
界
は
踏
み
越
え
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
こ
の
国
家
の
義
務
に
対
す
る
違
反
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
他
方
で
、「
養

子
縁
組
を
し
よ
う
と
す
る
継
親
が
事
実
上
、
法
的
な
親
の
地
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
そ
れ
故
に
子
の
福
祉
と
子
の
保
護
の
た
め
に
法
的
意
味

に
お
い
て
〔
実
親
と
並
ぶ
〕
も
う
一
人
の
親
と
し
て
親
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条

一
項
に
基
づ
い
て
子
に
与
え
ら
れ
る
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
権
利
が
関
わ
る

0

0

0

」
と
明
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
家
族
の
基
本
権
と
の
関
わ
り

　

加
え
て
本
決
定
で
は
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組
の
事
実
上
の
禁
止
は
、
家
族
の
基
本
権
に
も
「
関
わ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

基
本
法
六
条
一
項
は
「
婚
姻
及
び
家
族
は
、
国
家
秩
序
の
特
別
の
保
護
を
受
け
る
」
と
定
め
る
。
そ
こ
に
い
う
「
家
族
」
と
は
、「
子
と
そ
の
子
に

対
し
て
責
任
を
負
う
両
親
か
ら
な
る
事
実
上
の
生
活
・
教
育
共
同
体
」
で
あ
り
、「
社
会
的
家
族
」
と
呼
ば
れ
、
両
親
の
間
の
婚
姻
関
係
の
有
無
も
、

親
と
子
と
の
法
的
な
親
子
関
係
の
有
無
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
故
に
、
非
婚
の
生
活
共
同
体
と
そ
の
子
か
ら
な
る
家
族
も
、
基
本
法
六
条
一
項
に
い
う

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）（

11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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家
族
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
家
族
が
持
つ
「
家
族
の
基
本
権
」
は
、「
防
御
権
と
し
て
、
と
り
わ
け
家
族
共
同
体
の
共
同
生
活
と
、
家
族

の
共
同
生
活
を
形
成
す
る
方
法
に
関
し
て
自
ら
決
定
す
る
自
由
と
を
保
障
し
て
い
る
」。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
家
族
は
「
そ
の
内

側
に
お
い
て
家
族
関
係
が
展
開
し
得
る
と
こ
ろ
の
法
的
構
造
を
必
要
と
す
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
法
的
構
造
を
用
意
す
る
こ
と
は
、
基
本
法
六
条
一
項

に
よ
っ
て
、
立
法
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
…
…
そ
れ
故
、
立
法
者
に
は
内
容
形
成
の
余
地
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」。

　

本
決
定
で
も
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
連
れ
子
養
子
縁
組
を
事
実
上
禁
止
す
る
こ
と
は
、
立
法
者
の
裁
量
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
た
め
許
容
さ
れ
る

と
さ
れ
な
が
ら
も
、「
親
に
類
型
的
に
与
え
ら
れ
る
、
子
に
対
す
る
法
的
諸
権
限
が
継
親
に
は
否
定
さ
れ
て
い
る
結
果
、
パ
ー
ト
ナ
ー
両
者
が
教
育
の

任
務
を
同
権
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
が
容
易
に
は
で
き
な
い
が
た
め
に
、
家
族
の
共
同
生
活
に
関
わ
る

0

0

0

」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
厳
格
な
平
等
審
査
の
要
求
に
お
け
る
実
体
的
権
利
利
益
の
影
響

　

こ
れ
ら
の
実
体
的
基
本
権
の
侵
害
を
否
定
し
た
う
え
で
、
違
憲
の
結
論
を
導
く
平
等
審
査
が
行
わ
れ
た
。
平
等
審
査
の
冒
頭
で
は
、
相
続
税
に
お
け

る
営
業
財
産
の
優
遇
が
基
本
法
三
条
一
項
に
反
す
る
と
し
た
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
七
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決
の
判
示
を
引
用
し
て
、

基
本
法
三
条
一
項
の
規
範
的
意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
創
設
当
初
、「
平
等
原
則
が
侵
害
さ
れ
る
の
は
、
法
律
に
よ
る
取
扱
い
の
区
別
或
い
は
平
等
取
扱
い
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
、

事
柄
の
本
質
か
ら
生
じ
る
、
或
い
は
そ
の
他
の
事
柄
に
即
し
て
納
得
の
い
く
根
拠
が
見
出
さ
れ
な
い
場
合
、
つ
ま
り
、
規
定
が
恣
意
的
だ
と
み
な
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
る
」
と
し
て
、
立
法
者
に
対
す
る
平
等
原
則
に
よ
る
拘
束
を
、
恣
意
の
禁
止
と
捉
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
法
律
が
平
等
原
則

に
反
す
る
か
否
か
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
も
、「
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
、
異
な
る
人
的
集
団
の
間
の
区
別
に
つ
い

て
、
事
柄
に
即
し
て
納
得
の
い
く
根
拠
が
も
は
や
全
く
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
当
該
区
別
の
維
持
が
一
般
的
な
正
義
感
情
に
反
す
る
場
合
に
初
め
て
、

立
法
者
に
対
抗
で
き
る
」
と
し
て
、
区
別
に
何
ら
の
根
拠
も
な
い
場
合
に
の
み
違
憲
と
な
る
、
緩
や
か
な
審
査
に
限
定
し
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
け
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
確
立
し
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
平
等
原
則
は
常
に
恣
意
の
禁
止
の
み
を
内
容
と
す
る
わ
け
で
は

な
い
。「
基
本
法
三
条
一
項
は
、
立
法
者
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
区
別
を
禁
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
が
、
し
か
し
「
区
別
は
常
に
、
別
異
取
扱
い
の

目
標
と
程
度
と
に
相
当
す
る
、
実
質
的
な
根
拠
に
よ
る
正
当
化
を
要
す
る
。
こ
の
際
に
妥
当
す
る
の
は
、
柔
軟
な
、
比
例
原
則
に
定
位
し
た
憲
法
上
の

（
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審
査
基
準
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
境
界
は
、
抽
象
的
に
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
問
題
と
な
る
様
々
な
事
実
領
域
・
規
律
領
域
に
応
じ
て
確
定
さ
れ
る
」。

そ
し
て
こ
の
別
異
取
扱
い
を
支
え
る
実
質
的
な
根
拠
に
対
す
る
憲
法
上
の
要
請
に
つ
い
て
、「
一
般
的
平
等
原
則
か
ら
は
、
規
律
対
象
と
区
別
の
メ
ル

ク
マ
ー
ル
に
応
じ
て
立
法
者
に
対
し
て
様
々
な
限
界
が
生
じ
、
こ
の
限
界
は
、
恣
意
の
禁
止
に
限
定
さ
れ
た
緩
や
か
な
拘
束
か
ら
厳
格
な
比
例
性
の
要

求
に
ま
で
至
り
得
る
。
立
法
者
の
よ
り
厳
格
な
拘
束
は
、
そ
の
都
度
問
題
と
な
る
自
由
権
か
ら
生
じ
得
る
。
加
え
て
、
憲
法
上
の
要
請
は
、
法
律
上
の

区
別
が
引
き
合
い
に
出
す
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
、
個
人
に
と
っ
て
自
由
に
な
る
程
度
が
わ
ず
か
で
あ
る
ほ
ど
…
…
厳
格
化
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
日
に
お
け
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
平
等
の
審
査
基
準
は
、
立
法
者
の
恣
意
を
禁
止
す
る
に
と
ど
ま
る
緩
や
か
な
基
準
か
ら
厳

格
な
比
例
性
を
要
求
す
る
基
準
に
ま
で
至
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
基
準
が
妥
当
す
る
か
は
、
そ
の
都
度
の
規
律
対
象
や
区
別
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
に
応
じ
て
、
関
連
す
る
自
由
権
や
、
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
区
別
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
者
に
と
っ
て
如
何
と
も
し
が
た
い
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
を
考
慮
し
て
確
定
さ
れ
る
。

　

本
決
定
で
は
、
こ
れ
に
従
い
、
単
な
る
恣
意
禁
止
に
比
し
て
よ
り
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し

て
「
実
親
と
継
親
と
の
婚
姻
が
子
に
と
っ
て
は
如
何
と
も
し
が
た
い
こ
と
」
と
と
も
に
、「
養
子
縁
組
が
人
格
の
発
展
の
た
め
の
本
質
的
な
子
の
基
本

権
に
関
わ
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
後
者
に
つ
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
既
に
侵
害
を
否
定
し
た
（
1
）
親
に
よ
る
監
護
及
び

教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
（
基
本
法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
）、
及
び
（
2
）
親
と
と
も
に
家
族
的
共
同
生
活
を
営

む
子
の
権
利
（
基
本
法
六
条
一
項
）
に
連
れ
子
養
子
縁
組
が
「
関
わ
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
連
れ
子
養
子
縁
組
が
ど
の
よ
う
な
点
で
両
権
利
に
関
わ

る
の
か
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
よ
り
詳
細
に
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、（
1
）
の
権
利
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
養
子

縁
組
を
行
わ
な
い
限
り
、
非
婚
の
継
親
は
小
配
慮
権
（
民
法
一
六
八
七
ｂ
条
）
も
、
ま
た
、
子
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
訴
訟
を
提
起
す
る
権
限
（
民

法
一
六
八
七
ｂ
条
二
項
）
も
持
た
な
い
こ
と
に
言
及
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
同
性
間
で
の
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組

の
導
入
の
た
め
の
立
法
手
続
き
に
お
い
て
、「
連
れ
子
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、
親
で
な
い
者
〔
養
子
縁
組
を
行
お
う
と
す
る
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
〕

に
対
す
る
子
の
法
的
地
位
が
著
し
く
改
善
す
る
。
一
方
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
て
い
た
、
子
に
対
す
る
責
任
が
、
共
同
で
の
親
の

責
任
へ
と
前
進
さ
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
引
用
し
な
が
ら
、
連
れ
子
養
子
縁
組
が
子
に
対
し
て
特
別
な
利
益
を
も
た
ら
す
と
指
摘
す
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非婚の家族における連れ子養子縁組の事実上の禁止の違憲性　

る
。
ま
た
、（
2
）
の
権
利
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
実
親
と
継
親
と
が
共
同
で
配
慮
権
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
子
の
帰
属
感
情
や
両
親
の
責
任
感

情
が
強
ま
り
、
両
親
に
よ
る
共
同
で
の
教
育
が
容
易
に
な
る
こ
と
、
及
び
連
れ
子
が
実
親
と
継
親
と
の
間
の
実
子
（
異
父
・
或
い
は
異
母
兄
弟
姉
妹
）

と
と
も
に
生
活
し
て
い
る
場
合
に
は
連
れ
子
養
子
縁
組
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
こ
と
を
そ
の
異
父
・
異
母
兄
弟
姉
妹
と
全
く
等

価
値
の
子
と
み
な
さ
な
く
な
る
虞
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
連
れ
子
養
子
縁
組
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
子
は
、
実
親
と
継
親
と
の

離
別
後
に
継
親
が
自
身
を
扶
養
し
続
け
る
と
い
う
確
信
を
持
た
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
指
摘
す
る
。

　

本
決
定
は
こ
の
よ
う
に
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
と
家
族
の
基
本
権
と
い
う
実
体
的
権
利
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
侵
害
は
否
定
し
な
が
ら
も
、
両
権
利
と
の
「
関
わ
り
」
を
認
め
、
そ
の
「
関
わ
り
」
を
理
由
と
し
て
、
平
等
審
査
に
お
い
て
、
単
な
る
恣
意
禁
止

に
比
し
て
よ
り
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
先
例
の
踏
襲
─
─
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
二
〇
一
三
年
二
月
一
九
日
判
決

　

子
の
人
格
の
発
展
に
関
わ
る
実
体
的
基
本
権
に
つ
い
て
、
そ
の
侵
害
は
否
定
し
つ
つ
も
関
わ
り
を
認
め
、
そ
の
関
わ
り
を
理
由
と
し
て
平
等
審
査
に

お
い
て
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
す
る
と
い
う
論
理
は
、
本
決
定
で
初
め
て
採
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
先
例
に
お
い
て
既
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
決
定
の
先
例
と
し
て
こ
の
よ
う
な
論
理
を
採
っ
て
い
る
の
が
、
二
〇
一
三
年
二
月
一
九
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決
（
以
下
、「
二
〇
一

三
年
判
決
」
と
い
う
。）
で
あ
る
。
同
判
決
で
は
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦
に
は
認
め
ら
れ
る
、
一
方
パ
ー
ト
ナ
ー
の
養
子
の
他
方
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ

る
養
子
縁
組
（
承
継
的
追
加
養
子
縁
組
［Sukzessivadoption
］。
以
下
、
単
に
「
追
加
養
子
縁
組
」
と
い
う
。）
が
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
法
に
よ
っ
て
同
性
の
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
基
本
法
三
条
一
項
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
二
〇
一
三
年
判
決
以
前
か
ら
、
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
間
の
別
異
取
扱
い
が
基
本
法
三
条
一
項
に
違
反
す

る
と
の
判
決
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
判
決
で
は
、
異
性
間
で
の
婚
姻
と
同
性
間
で
の
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
を
別
異
に
扱
う
こ
と

が
性
的
指
向
に
基
づ
く
区
別
で
あ
る
こ
と
を
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
基
本
法
三
条
一
項
適
合
性
の
審
査
に
は
単
な
る
恣
意
禁
止
を
越
え
た
よ
り
厳
格
な

審
査
基
準
が
妥
当
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
三
年
判
決
も
、
追
加
養
子
縁
組
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
を
婚
姻
関
係

に
あ
る
夫
婦
よ
り
も
不
利
に
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
、
先
例
を
引
用
し
な
が
ら
、「
別
異
取
扱
い
が
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
が
故
に
、
高
度

（
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の
憲
法
的
要
請
に
服
す
る
」
と
判
示
し
て
お
り
、
学
説
も
こ
の
点
に
注
目
す
る
。
確
か
に
、
二
〇
一
三
年
判
決
「
に
は
、
養
子
制
度
に
関
す
る
問
題
を

き
っ
か
け
に
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
領
域
で
問
題
と
さ
れ
た
『
婚
姻
』
と
『
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
の
区
別
の
可
否
が
根
底
に
あ
る
」
と

い
う
こ
と
は
疑
い
得
ず
、
こ
の
点
で
、
二
〇
一
三
年
判
決
は
「
家
族
生
活
に
お
け
る
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
区
別
を
否
定
す
る
…
…
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
判
断
の
流
れ
の
中
に
あ
る
」
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
三
年
判
決
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
重
点
的
に
審
査
し
た

の
は
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
異
性
の
夫
婦
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
創
設
し
て
い
る
同
性
の
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
別
異
取
扱
い
の
合
憲

性
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
一
方
パ
ー
ト
ナ
ー
の
養
子
と
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦
の
一
方
配
偶
者
の
養

子
と
の
別
異
取
扱
い
の
合
憲
性
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

二
〇
一
三
年
判
決
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
ま
ず
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
（
基
本
法
六
条
二
項
一
文

と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
）
の
侵
害
の
有
無
を
審
査
す
る
。
こ
こ
で
は
、
追
加
養
子
縁
組
が
不
可
能
と
さ
れ
て
い
て
も
、「
子
に
は
親
が
い
な
い
わ
け

で
は
な
く
、
法
的
意
味
に
お
い
て
一
人
の
親
を
も
つ
。
加
え
て
、
立
法
者
は
追
加
養
子
縁
組
と
は
別
の
方
法
で
、
親
に
類
型
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
実

際
上
重
要
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
養
親
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
が
一
定
の
範
囲
で
親
と
し
て
の
任
務
を
引
き
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て

い
る
」
た
め
、「
立
法
者
に
与
え
ら
れ
る
裁
量
の
余
地
の
限
界
は
越
え
ら
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
侵
害
を
否
定
す
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、「
追
加
養

子
縁
組
を
可
能
と
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
養
子
縁
組
を
し
よ
う
と
す
る
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
は
法
的
な
親
の
地
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
、

子
の
福
祉
と
保
護
の
た
め
の
親
の
責
任
を
法
的
意
味
に
お
い
て
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
、「
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保

障
に
対
す
る
権
利
が
関
わ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
認
め
る
。

　

さ
ら
に
、
防
御
権
と
し
て
、
と
り
わ
け
家
族
の
共
同
生
活
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
自
身
で
決
定
す
る
自
由
を
保
障
す
る
、
家
族
の
基
本
権
（
基
本
法

六
条
一
項
）
の
侵
害
を
審
査
す
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
先
ず
、
同
性
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と
そ
の
子
か
ら
な
る
共
同
体
も
、
基
本
法
六
条
一
項
の
意

味
に
お
け
る
家
族
に
当
た
る
こ
と
の
説
明
か
ら
始
め
る
。
曰
く
、「
家
族
の
基
本
権
は
、
家
族
的
結
合
の
特
有
の
精
神
的
社
会
的
機
能
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、「
同
性
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と
子
か
ら
な
る
、
長
期
に
亘
る
社
会
的
家
族
共
同
体
も
ま
た
、
憲

法
的
意
味
に
お
け
る
家
族
で
あ
る
」。「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
二
者
と
一
方
の
子
と
の
家
族
的
共
同
生
活
は
、
異
性
の
ペ
ア
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
共
同

（
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生
活
と
同
程
度
の
、
保
護
に
値
す
る
家
族
的
紐
帯
を
生
じ
さ
せ
る
」
と
。
次
い
で
、
同
性
の
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と
そ
の
子
か
ら
な
る
家
族
の
構
成

員
各
々
が
援
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
家
族
の
基
本
権
が
、
追
加
養
子
縁
組
の
禁
止
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
が
審
査
さ
れ
る
。
こ
の
審
査
に
お
い

て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
追
加
養
子
縁
組
の
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と
子
と
の
実
際
の
共
同
生
活
に
直
接
関
連
す
る
わ
け

で
は
な
い
」
こ
と
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
家
族
と
い
う
生
活
領
域
は
、
特
に
相
互
の
義
務
や
権
限
に
つ
い
て
の
法
的
構
造
を
必
要
と
し
、
基
本
法
六

条
一
項
は
こ
の
法
的
構
造
の
用
意
を
立
法
者
に
義
務
付
け
て
い
る
た
め
、
立
法
者
に
は
内
容
形
成
の
余
地
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
立
法
者
は
、
事
実
上
の
親
子
関
係
が
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
完
全
な
親
の
権
利
を
認
め
る
よ
う
、
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
、
立
法
者
の
裁
量
の
踰
越
を
否
定
す
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、「
養
親
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
子
に
対
す
る
一
定

の
、
親
に
類
型
的
に
与
え
ら
れ
る
法
的
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
両
パ
ー
ト
ナ
ー
が
教
育
の
任
務
を
同
権
的
に
引
き

受
け
る
こ
と
が
容
易
に
は
で
き
な
い
と
い
う
点
で
、
養
子
縁
組
の
排
除
は
家
族
的
共
同
生
活
に
対
し
て
影
響
を
有
す
る
」
と
し
て
、「
生
活
パ
ー
ト

ナ
ー
に
対
し
て
追
加
養
子
縁
組
を
排
除
す
る
こ
と
が
家
族
の
基
本
権
に
関
わ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
認
め
る
。

　

こ
れ
ら
の
判
示
を
前
提
と
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
一
方
パ
ー
ト
ナ
ー
の
養
子
と
、
婚
姻
関
係
に
あ

る
夫
婦
に
お
け
る
一
方
配
偶
者
の
養
子
と
の
別
異
取
扱
い
に
つ
い
て
の
平
等
審
査
を
行
う
。
こ
の
審
査
で
は
、
先
例
を
引
き
な
が
ら
、「
基
本
法
三
条

一
項
は
、
あ
ら
ゆ
る
区
別
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
区
別
は
常
に
、
別
異
取
扱
い
の
目
標
と
程
度
と
に
相
当
す
る
、
実
質

的
な
根
拠
に
よ
る
正
当
化
を
要
す
る
…
…
。
別
異
取
扱
い
を
支
え
る
実
質
的
な
根
拠
に
つ
い
て
の
憲
法
的
要
請
に
関
し
て
は
、
規
律
対
象
と
区
別
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
に
応
じ
て
立
法
者
に
対
し
て
様
々
な
限
界
が
生
じ
、
こ
の
限
界
は
、
恣
意
の
禁
止
に
限
定
さ
れ
た
緩
や
か
な
拘
束
か
ら
厳
格
な
比
例
性
の

要
求
に
ま
で
至
り
得
る
…
…
。
立
法
者
の
よ
り
厳
格
な
拘
束
は
、
と
り
わ
け
、
そ
の
都
度
問
題
と
な
る
自
由
権
か
ら
生
じ
得
る
」
と
し
た
う
え
で
、
追

加
養
子
縁
組
の
禁
止
に
は
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
と
、
家
族
の
基
本
権
と
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
、「
単
な
る
恣
意
禁
止
に
比
し
て
明
ら
か
に
よ
り
厳
格
な
審
査
基
準
が
妥
当
す
る
」
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
二
〇
一
三
年
判
決
が
、
侵
害
を
認
め
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
親
の
監
護
・
教
育
義
務
の
領
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利
や
基
本
法
六
条
一

項
の
家
族
に
つ
い
て
の
判
断
を
示
し
た
こ
と
は
、「
実
体
的
基
本
権
の
領
域
で
の
立
法
者
の
形
成
の
余
地
と
い
う
消
極
的
な
側
面
よ
り
も
、
む
し
ろ
平

（
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等
原
則
で
の
厳
格
な
要
件
を
導
く
た
め
の
布
石
」
と
評
さ
れ
る
。

（
五
）
先
例
と
の
相
違
─
─
基
準
の
当
て
は
め
の
段
階
に
お
け
る
実
体
的
権
利
利
益
へ
の
言
及

　

以
上
の
よ
う
に
、
養
子
縁
組
の
禁
止
に
よ
る
実
体
的
基
本
権
の
侵
害
は
否
定
し
な
が
ら
も
、
当
該
権
利
に
関
わ
る
こ
と
を
肯
定
し
、
そ
の
こ
と
を
以

て
平
等
審
査
に
お
い
て
よ
り
厳
格
な
基
準
を
適
用
す
る
と
い
う
点
で
本
決
定
は
二
〇
一
三
年
判
決
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
判
決
の
間
に
は
相

違
も
あ
る
。
特
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
が
、「
単
な
る
恣
意
禁
止
に
比
し
て
よ
り
厳
格
な
審
査
」
の
中
に
お
い
て
も
、
養
子
縁
組
を
禁
止
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
子
の
実
体
的
な
権
利
利
益
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
判
決
に
お
け
る
平
等
審
査
で
は
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
追
加
養
子
縁
組
を
認
め
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
、

（
一
）
子
の
保
護
の
た
め
に
、
複
数
の
親
に
よ
る
競
合
し
た
親
権
の
対
立
的
な
行
使
を
防
ぐ
こ
と
、（
二
）
子
の
福
祉
の
た
め
に
、
子
が
養
子
縁
組
に

よ
っ
て
あ
る
家
族
か
ら
別
の
家
族
へ
と
た
ら
い
ま
わ
し
に
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
、（
三
）
同
性
の
両
親
の
下
で
育
つ
こ
と
に
よ
る
子
の
不
利
益
を
防

ぐ
こ
と
、
そ
し
て
（
四
）
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
共
同
で
の
養
子
縁
組
を
認
め
な
い
と
い
う
立
法
者
の
決
定
が
追
加
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
潜
脱

さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
等
の
当
否
が
審
査
さ
れ
た
。（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て
は
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
追
加
養
子
縁
組
に
限
ら
ず
、

追
加
養
子
縁
組
一
般
に
妥
当
す
る
考
慮
で
あ
る
が
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦
に
つ
い
て
は
、
親
権
の
競
合
は
問
題
な
い
と
さ
れ
、
子
が
た
ら
い
ま
わ
し

に
さ
れ
る
危
険
も
な
い
が
た
め
に
追
加
養
子
縁
組
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
区
別
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。（
三
）
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ

も
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
婚
姻
と
同
様
に
子
の
成
長
を
助
け
う
る
と
し
て
目
的
の
正
当
性
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
追
加
養
子
縁
組
の
排
除

は
、
子
と
そ
の
養
親
、
そ
し
て
養
親
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
が
共
に
生
活
す
る
こ
と
は
妨
げ
得
ず
、
同
性
の
両
親
の
下
で
子
が
育
つ
こ
と
で
生
じ
得
る
危

険
を
除
去
す
る
の
に
適
合
し
て
は
い
な
い
と
さ
れ
た
。（
四
）
に
つ
い
て
は
、
共
同
で
の
養
子
縁
組
と
追
加
養
子
縁
組
は
そ
の
過
程
に
お
い
て
区
別
さ

れ
る
た
め
、
追
加
養
子
縁
組
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
で
の
養
子
縁
組
の
禁
止
の
効
果
が
完
全
に
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
と
と
も
に
、

共
同
で
の
養
子
縁
組
の
禁
止
が
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
下
で
子
が
育
つ
の
を
防
ぐ
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
追
加
養
子
縁
組
を
不
可
能
と
し
て

も
、
子
と
そ
の
養
親
及
び
養
親
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
が
共
に
生
活
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
追
加
養
子
縁
組
の
禁
止
は
目
的
に
適
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合
し
な
い
と
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
判
決
に
お
け
る
平
等
審
査
の
中
で
は
、
目
的
の
正
当
性
や
、
追
加
養
子
縁
組
の
禁
止
と
い
う
措

置
が
目
的
に
適
合
す
る
か
、
と
い
う
点
が
審
査
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
審
査
の
中
で
は
、
追
加
養
子
縁
組
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る

子
の
実
体
的
な
権
利
利
益
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
恣
意
禁
止
に
比
し
て
厳
格
な
審
査
基
準
の
当
て
は
め
の
段
階
に
お
い
て
、
養
子
縁

組
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
子
の
実
体
的
な
権
利
利
益
へ
の
影
響
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
本
決
定
で
は
、
平
等
原
則
違
反
の
審
査
に
当
た
っ
て
、
自
由
権
侵
害
の
審
査
に
お
け
る
比
例
性
審
査
と
同
様
に
、
比
例
性
審
査
が
四

段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
ア
）
法
的
な
親
と
継
親
と
の
関
係
が
長
期
に
亘
っ
て
存
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
の
み
連

れ
子
養
子
縁
組
を
可
能
と
す
る
と
い
う
目
的
の
正
当
性
を
肯
定
し
た
う
え
で
、（
イ
）
両
親
の
婚
姻
を
区
別
の
基
準
と
す
る
こ
と
の
目
的
適
合
性
、
及

び
（
ウ
）
連
れ
子
養
子
縁
組
を
法
的
な
親
と
継
親
と
の
婚
姻
関
係
の
存
否
と
例
外
な
く
結
び
つ
け
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
未
決
の
ま
ま
で
よ

い
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、（
エ
）
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
対
し
て
連
れ
子
養
子
縁
組
を
完
全
に
禁
止
す
る
こ
と
は
、
狭
義
の
比
例
性
を
欠
く
と
す
る
。

平
等
審
査
の
中
に
お
い
て
、
比
例
性
審
査
を
目
的
の
正
当
性
、
適
合
性
、
必
要
性
、
狭
義
の
比
例
性
に
分
割
し
て
行
う
手
法
は
、
本
決
定
以
前
の
連
邦

憲
法
裁
判
所
判
決
に
も
み
ら
れ
た
が
、
二
〇
一
三
年
判
決
で
は
こ
の
よ
う
な
手
法
は
採
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

本
決
定
の
よ
う
に
、
比
例
原
則
の
う
ち
の
必
要
性
や
狭
義
の
比
例
性
を
問
題
と
す
る
場
合
、「
不
平
等
取
扱
い
を
受
け
る
者
の
実
体
的
な
権
利
利
益

を
俎
上
に
挙
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
目
的
に
含
ま
れ
る
保
護
法
益
と
の
対
抗
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
」。
本
決
定
で
は
、
狭
義
の
比
例

性
に
関
す
る
判
示
に
お
い
て
、「
両
親
の
関
係
が
安
定
し
て
お
り
、
か
つ
養
子
縁
組
が
全
体
と
し
て
子
の
福
祉
に
資
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
養
子
縁
組

さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
不
利
益
」
と
「
不
安
定
な
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
養
子
縁
組
か
ら
子
を
よ
り
実
効
的
に
保
護
す
る
と
い
う
利
益
」
と
の
対
抗
関

係
に
お
け
る
相
当
性
（
狭
義
の
比
例
性
）
が
審
査
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
不
安
定
な
家
族
関
係
に
お
け
る
養
子
縁
組
か
ら
子
を
保
護
す
る
と
い
う
「
目
的
に
含
ま
れ
る
保
護
法
益
」
と
対
抗
関
係
に
あ
る
、「
不
平

等
取
扱
い
を
受
け
る
者
の
実
体
的
な
権
利
利
益
」、
す
な
わ
ち
「
両
親
の
関
係
が
安
定
し
て
お
り
、
か
つ
養
子
縁
組
が
全
体
と
し
て
子
の
福
祉
に
資
す

る
場
合
で
あ
っ
て
も
養
子
縁
組
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
不
利
益
」
の
内
容
は
本
判
決
文
中
で
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
、
平
等

審
査
の
審
査
基
準
と
し
て
単
な
る
恣
意
禁
止
に
比
し
て
よ
り
厳
格
な
審
査
基
準
を
用
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
に
当
た
り
、
連
れ
子
養
子
縁
組
の
禁
止
が
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人
格
の
発
展
の
た
め
の
本
質
的
な
子
の
基
本
権
、
す
な
わ
ち
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
と
家
族
の
基
本
権
と
に

関
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
狭
義
の
比
例
性
審
査
に
お
い
て
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
非
婚
の
連
れ
子
家
族
に
お
け
る
子
の

実
体
的
権
利
利
益
も
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
と
家
族
の
基
本
権
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
判
決
と
は
異
な
り
本
決
定
で
は
、
目
的
の
正
当
性
や
適
合
性
で
は
な
く
、
狭
義
の
比
例
性
に
関
し
て
別
異
取
り
扱
い
の

正
当
化
が
否
定
さ
れ
た
が
た
め
に
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
と
家
族
の
基
本
権
と
が
平
等
審
査
に
お
け
る
基
準

の
当
て
は
め
の
段
階
で
も
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
三
年
判
決
に
お
い
て
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家

的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
や
家
族
の
基
本
権
に
関
す
る
判
示
は
、「
平
等
原
則
で
の
厳
格
な
要
件
を
導
く
た
め
の
布
石
」
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
が
、

本
決
定
の
判
示
か
ら
は
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
や
家
族
の
基
本
権
は
、
平
等
審
査
の
厳
格
な
要
件
を
「
導

く
」
た
め
の
布
石
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
厳
格
な
要
件
を
「
満
た
す
か
否
か
」
の
判
断
に
お
い
て
も
問
題
と
さ
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
（
六
）
立
法
者
の
類
型
化
権
限
に
よ
る
正
当
化
の
否
定

　

ま
た
、
狭
義
の
比
例
性
に
つ
い
て
の
判
示
の
中
で
は
、
本
件
別
異
取
扱
い
が
立
法
者
の
類
型
化
権
限
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
か
、
と
い
う
点
も
審

査
さ
れ
て
い
る
。
立
法
者
が
法
律
制
定
に
あ
た
っ
て
一
定
の
要
件
効
果
を
定
め
れ
ば
、
必
然
的
に
、
そ
の
要
件
を
満
た
す
者
と
満
た
さ
な
い
者
と
の
間

に
は
効
果
の
発
生
の
有
無
に
つ
い
て
差
異
が
生
じ
、
平
等
が
問
題
と
な
り
得
る
。
こ
の
問
題
は
、
と
り
わ
け
大
量
一
括
処
理
が
必
要
な
租
税
法
の
よ
う

な
領
域
に
お
い
て
現
れ
る
。
本
決
定
で
は
、
養
子
縁
組
の
前
提
条
件
の
審
査
は
、
租
税
法
の
よ
う
な
大
量
一
括
処
理
が
必
要
と
な
る
事
柄
に
は
当
た
ら

な
い
が
、
本
件
に
お
け
る
非
婚
の
ペ
ア
の
存
続
の
確
実
性
の
よ
う
に
、
よ
り
詳
細
な
規
定
を
置
い
た
と
し
て
も
確
実
に
は
測
定
さ
れ
得
な
い
事
柄
に
つ

い
て
規
定
す
る
場
合
に
は
、
不
確
実
な
状
況
を
可
能
な
限
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
限
り
で
、
法
律
に
よ
る
類
型
化
は

法
的
安
定
性
に
資
す
る
と
し
て
、
立
法
者
の
類
型
化
権
限
を
肯
定
し
た
う
え
で
、
当
該
権
限
に
よ
っ
て
本
件
別
異
取
扱
い
が
正
当
化
さ
れ
る
か
を
審
査

す
る
の
で
あ
る
。

　

立
法
者
の
類
型
化
権
限
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
類
型
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
別
異
取
扱
い
は
特
定
の
条
件
の
下
で
は
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
。
確
立
し

た
判
例
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
件
と
し
て
、
①
立
法
者
が
類
型
化
に
当
た
っ
て
、
現
実
に
適
合
し
た
典
型
的
な
事
例
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
別
異
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取
扱
い
の
程
度
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
、
③
別
異
取
扱
い
に
よ
り
生
じ
る
苛
酷
さ
を
立
法
者
が
回
避
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
決
定
で
は
こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
類
型
化
権
限
に
よ
る
別
異
取
扱
い
の
正
当
化
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
特
に
②
に

つ
い
て
、
連
れ
子
養
子
縁
組
が
不
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
が
子
の
人
格
の
発
展
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
も
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
指
摘
に

よ
っ
て
、
本
憲
法
異
議
の
対
象
と
な
っ
た
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
が
依
拠
し
、
本
憲
法
異
議
に
お
い
て
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
大
臣
も
援
用
す
る
、
二
〇
〇
七

年
二
月
二
八
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定
（
以
下
、「
二
〇
〇
七
年
決
定
」
と
い
う
。）
と
の
区
別
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
決
定
で
は
、
人
工
授
精
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
疾
病
保
険
の
適
用
が
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
合
憲
性

が
争
わ
れ
て
い
た
。
同
決
定
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ペ
ア
相
互
の
責
任
は
「
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
お
い
て
は
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
引
き

受
け
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
」
の
に
対
し
て
、
婚
姻
で
は
相
互
の
連
帯
が
法
的
に
要
求
さ
れ
う
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
立
法
者
は
、
ペ
ア
が
子
を
欲
す
る

と
い
う
望
み
を
人
工
授
精
に
よ
っ
て
果
た
そ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
婚
姻
が
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
高
度
な
負
担
能
力
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
起

点
と
し
て
も
良
い
」
と
し
て
、
婚
姻
と
非
婚
の
生
活
共
同
体
と
の
差
異
を
、
ペ
ア
同
士
の
法
的
責
任
を
理
由
と
し
て
認
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇

七
年
決
定
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
子
を
持
ち
た
い
と
い
う
親
の
願
望
の
実
現
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
決
定
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
既
に
存
在
す
る
子
が
連
れ
子
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
継
親
を
法
的
な
親
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
子
の
人
格
の
発
展
の
根
本
的
な
条
件
に
関
わ
る
。
こ
の
点
で
、
本
件
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
、
婚
姻
と
い
う
基
準

に
従
っ
た
類
型
化
は
、
か
つ
て
憲
法
に
適
合
す
る
と
判
断
さ
れ
た
、
人
工
授
精
に
対
し
て
の
疾
病
保
険
給
付
を
夫
婦
に
限
定
す
る
こ
と
と
は
、
決
定
的

に
区
別
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
連
れ
子
養
子
縁
組
の
禁
止
が
「
子
の
人
格
の
発
展
の
根
本
的
な
条
件
に
関
わ
る
」
と
い
う
こ
と
が
決
定
的
な
要
因

と
な
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
決
定
と
の
間
で
事
案
の
区
別
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
七
）
小
括
─
─
平
等
審
査
に
お
け
る
子
の
実
体
的
権
利
利
益
の
重
視

　

こ
の
よ
う
に
、
本
決
定
は
二
〇
一
三
年
判
決
を
踏
襲
し
て
、
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
と
家
族
の
基
本
権
と
い

う
、
養
子
縁
組
さ
れ
る
子
の
実
体
的
権
利
利
益
と
の
関
わ
り
を
理
由
と
し
て
、
平
等
審
査
に
お
い
て
単
な
る
恣
意
禁
止
に
比
し
て
よ
り
厳
格
な
審
査
基

準
を
適
用
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
審
査
基
準
の
当
て
は
め
に
お
い
て
も
、
狭
義
の
比
例
性
審
査
に
お
い
て
別
異
取
扱
い
の
正
当
化
が
否
定
さ
れ
た
が
た
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め
に
、
養
子
縁
組
の
完
全
な
禁
止
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
、
養
子
縁
組
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
子
の
実
体

的
権
利
利
益
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
立
法
者
の
類
型
化
権
限
に
よ
る
別
異
取
扱
い
の
正
当
化
を
否
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
先
例
と
の
事
案

の
区
別
に
際
し
て
、
連
れ
子
養
子
縁
組
の
禁
止
が
子
の
人
格
の
発
展
の
根
本
的
な
条
件
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
本

決
定
で
は
、
養
子
縁
組
に
関
す
る
別
異
取
扱
い
の
平
等
審
査
が
、
子
の
実
体
的
な
権
利
利
益
や
、
人
格
の
発
展
を
重
視
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
、

二
〇
一
三
年
判
決
よ
り
も
い
っ
そ
う
明
確
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

二
．
婚
姻
の
相
対
化

（
一
）
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
る
別
異
取
扱
い
の
正
当
化
の
否
定

　

本
決
定
で
は
以
上
の
よ
う
に
、
安
定
し
た
家
族
の
下
で
の
み
連
れ
子
養
子
縁
組
を
可
能
と
す
る
と
い
う
目
標
の
下
に
、
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
お
け

る
連
れ
子
養
子
縁
組
を
一
切
認
め
な
い
こ
と
が
比
例
性
を
満
た
さ
な
い
と
判
示
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
区
別
が
基
本
法
六
条
一
項
に
よ

っ
て
正
当
化
さ
れ
る
か
を
審
査
す
る
。

　

基
本
法
六
条
一
項
は
、
婚
姻
が
国
家
秩
序
に
よ
る
特
別
の
保
護
を
受
け
る
、
と
規
定
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
婚
姻
を
他
の
生
活
形
式
よ
り

も
優
遇
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
的
平
等
原
則
に
反
す
る
と
し
て
も
、
六
条
一
項
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
と
考
え
る
余
地
も

あ
る
。
学
説
の
中
に
は
、「
婚
姻
と
生
活
共
同
体
と
が
た
と
え
比
較
の
ペ
ア
と
し
て
問
題
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
婚
姻
の
法
的
な
優
遇

の
た
め
に
は
何
ら
の
正
当
化
も
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
婚
姻
の
優
遇
は
憲
法
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
る
も
の
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
別
異
取
扱
い
を
平
等
違
反
と
み
な
し
た
従
来
の
諸
判
例
に
お

い
て
、
基
本
法
六
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
婚
姻
の
特
別
の
保
護
を
持
ち
出
す
の
み
で
は
、
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
別
異
取
扱

い
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
示
し
て
き
た
。
曰
く
、「
基
本
法
は
六
条
一
項
に
お
い
て
婚
姻
と
家
族
を
国
家
秩
序
の
特
別
の
保
護

の
下
に
置
く
。
こ
の
こ
と
で
以
て
憲
法
は
、
婚
姻
と
い
う
制
度
を
保
障
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
婚
姻
及
び
家
族
に
関
わ
る
私
法
及
び
公
法
の
全
領
域

に
つ
い
て
の
価
値
決
定
と
し
て
、
国
家
秩
序
に
よ
る
特
別
の
保
護
を
要
請
し
て
い
る
…
…
。
こ
の
保
護
委
託
を
果
た
す
た
め
に
、
婚
姻
を
妨
げ
或
い
は

害
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
適
当
な
措
置
で
以
て
婚
姻
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
国
家
の
任
務
で
あ
る
」。「
婚
姻
の
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憲
法
上
の
保
護
を
理
由
と
し
て
、
立
法
者
に
は
原
則
と
し
て
、
婚
姻
を
他
の
生
活
形
式
に
比
し
て
優
遇
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
」。
し
か
し
な
が

ら
、
婚
姻
の
「
他
の
生
活
形
式
が
、
規
律
さ
れ
る
生
活
事
態
や
規
範
化
で
以
て
追
求
さ
れ
る
目
標
に
関
し
て
婚
姻
に
比
肩
し
得
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
婚

姻
の
特
権
化
が
当
該
生
活
形
式
の
不
利
益
取
扱
い
を
伴
っ
て
現
れ
る
場
合
、
単
に
婚
姻
の
保
護
の
要
請
を
持
ち
出
す
の
み
で
は
、
こ
の
区
別
は
正
当
化

さ
れ
な
い
」。
婚
姻
と
他
の
生
活
形
式
と
の
別
異
取
扱
い
に
は
、「
単
に
基
本
法
六
条
一
項
を
援
用
す
る
こ
と
を
越
え
て
、
そ
の
都
度
の
規
律
の
対
象
及

び
目
標
に
照
ら
し
て
、
他
の
生
活
形
式
の
不
利
益
取
扱
い
を
正
当
化
す
る
、
十
分
に
重
要
な
実
質
的
根
拠
を
必
要
と
す
る
」
と
。
こ
の
よ
う
な
連
邦
憲

法
裁
判
所
判
例
に
対
し
て
一
部
の
学
説
は
、「
婚
姻
に
特
別
の
保
護
を
与
え
る
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
を
、
判
決
に
よ
っ
て
決
定
的
に
破
棄
し
た
」
等

の
批
判
を
投
げ
か
け
て
お
り
、
基
本
法
六
条
一
項
に
定
め
る
「
婚
姻
の
特
別
の
保
護
」
が
も
は
や
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
本
決
定
に
お
い
て
も
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
婚
姻
と
の
別
異
取
扱
い
を
平
等
違
反
と
判
示
し
た
上
述
の
諸
判
例
を

明
示
的
に
引
用
し
な
が
ら
、
基
本
法
六
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
婚
姻
の
国
家
秩
序
に
よ
る
特
別
の
保
護
」
を
援
用
す
る
だ
け
で
は
、
婚
姻
の
他

の
生
活
共
同
体
に
対
す
る
、
一
般
的
平
等
原
則
に
反
す
る
不
利
益
取
扱
い
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
婚
姻
家

族
と
同
様
に
安
定
し
た
非
婚
の
家
族
に
お
い
て
も
連
れ
子
が
養
子
縁
組
さ
れ
得
な
い
と
い
う
点
で
、「
婚
姻
に
比
肩
し
得
る
生
活
形
式
を
不
利
益
に
取

り
扱
っ
て
い
る
」
と
し
、
そ
の
よ
う
な
不
利
益
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
規
律
の
対
象
及
び
目
標
に
照
ら
し
て
十
分
に
重
要
な
実
質
的
根
拠
が
な
い
」

と
述
べ
る
。

（
二
）
先
例
と
の
相
違

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
婚
姻
と
非
婚
の
生
活
共
同
体
と
の
区
別
と
、
従
来
の
判
例
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
た
婚
姻
と
登
録
生

活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
区
別
と
の
間
に
は
、
相
違
も
あ
る
。
従
来
の
、
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
別
異
取
扱
い
に
関
す
る
判
例

で
は
、
両
生
活
形
式
が
法
的
な
結
び
つ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
決
定
で
は
婚

姻
と
非
婚
の
生
活
共
同
体
と
の
間
に
は
、
法
的
な
結
び
つ
き
の
有
無
に
お
い
て
差
異
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
本
決
定
で
は
、
規
律
の
対
象
及
び

目
標
に
照
ら
し
て
不
利
益
取
り
扱
い
を
正
当
化
す
る
十
分
に
重
要
な
実
質
的
根
拠
が
存
在
す
る
か
を
審
査
す
る
に
当
た
り
、
本
件
に
お
け
る
規
律
の
対
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象
は
「
一
方
で
は
婚
姻
家
族
に
連
れ
子
養
子
縁
組
を
認
め
、
他
方
で
は
非
婚
の
家
族
に
連
れ
子
養
子
縁
組
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
非
婚
の
生
活
共
同
体
は
と
り
わ
け
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
何
ら
の
拘
束
力
を
持
っ
た
規
範
に
も
従
わ
さ
れ
な
い
、
と
い
う
点
で
婚
姻
か
ら
区
別
さ
れ
る
」

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
両
生
活
共
同
体
の
間
に
は
差
異
が
全
く
以
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
婚
姻
と
同
様
の
法
的
な
結
び
つ
き
を
伴
う
の
に
対
し
て
、
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
は
法
的
拘
束
が

な
い
、
と
い
う
差
異
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
件
別
異
取
扱
い
が
正
当
化
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
の
は
、
規
律
の
目
標
に
照
ら
し
た
場
合
に
十
分
に
重
要

な
実
質
的
根
拠
が
存
在
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
本
決
定
で
は
、
規
律
の
目
標
、
す
な
わ
ち
不
安
定
な
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組

を
防
ぐ
と
い
う
法
律
の
目
標
に
照
ら
し
て
本
件
別
異
取
扱
い
を
正
当
化
す
る
実
質
的
根
拠
の
有
無
が
審
査
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
別
異
取
扱
い
の
前

提
に
は
、
非
婚
の
連
れ
子
家
族
は
不
安
定
で
あ
り
一
時
的
に
し
か
存
続
し
な
い
と
い
う
推
定
が
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な
推
定
は
「
そ
の
徹
底
性

に
お
い
て
十
分
に
〔
別
異
取
扱
い
の
〕
支
え
と
な
る
も
の
で
は
な
」
く
、
非
婚
の
家
族
を
婚
姻
関
係
の
あ
る
家
族
に
比
し
て
例
外
な
く
劣
位
に
置
く
こ

と
を
正
当
化
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
別
異
取
扱
い
を
め
ぐ
る
従
来
の
判
例
は
、
法
的
な
結
び
つ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い

て
等
し
い
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
を
別
異
に
扱
う
こ
と
を
違
憲
と
し
て
き
た
の
に
対
し
、
本
決
定
で
は
、
別
異
に
扱
わ
れ
て
い
る
婚

姻
と
非
婚
の
生
活
共
同
体
と
の
間
に
は
、
法
的
な
結
び
つ
き
と
い
う
点
で
差
異
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
差
異

は
、
不
安
的
な
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組
を
防
ぐ
と
い
う
法
律
の
目
標
に
照
ら
し
た
場
合
に
、
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い

を
正
当
化
す
る
た
め
に
十
分
に
重
要
だ
と
は
い
え
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
．
お
わ
り
に

　

本
決
定
で
は
、
立
法
者
に
は
平
等
違
反
を
除
去
す
る
可
能
性
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
違
憲
の
宣
言
に
留
め
ら
れ
、
本
件
規
定
は
無
効
と
は
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
連
邦
議
会
は
二
〇
二
〇
年
三
月
一
九
日
、「
非
婚
の
家
族
に
お
け
る
連
れ
子
養
子
縁
組
の
禁
止
に
関
す
る
二
〇
一
九
年
三
月
二

六
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
の
実
施
の
た
め
の
法
律
」
を
議
決
し
、
民
法
に
一
七
六
六
ａ
条
が
挿
入
さ
れ
た
。
同
条
一
項
は
「
確
た
る
生
活
共
同
体

の
中
で
共
同
の
世
帯
に
お
い
て
生
活
す
る
二
者
に
は
、
配
偶
者
の
子
の
養
子
縁
組
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
「
確
た
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る
生
活
共
同
体
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
同
条
二
項
に
よ
る
と
、
通
常
、
最
低
で
も
四
年
以
上
に
亘
り
（
一
号
）、
或
い
は
共
同
の
子
の
親
と

し
て
（
二
号
）、
婚
姻
類
似
の
形
態
に
お
い
て
共
同
生
活
を
送
る
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
号
は
、
本
決
定
に
お
い
て
呈
示
さ
れ
た
、
親
と
継

親
と
の
関
係
の
継
続
期
間
を
安
定
性
の
徴
表
と
し
て
区
別
の
基
準
に
す
る
と
い
う
方
策
に
従
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
号
は
、
本
決
定
に
お
い
て
恣
意
禁

止
に
比
し
て
よ
り
厳
格
な
平
等
審
査
を
求
め
る
に
際
し
て
、
連
れ
子
養
子
縁
組
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
れ
子
が
実
親
と
継
親
と
の
間
の

実
子
（
異
父
・
異
母
兄
弟
姉
妹
）
と
と
も
に
生
活
し
て
い
る
場
合
に
は
、
自
身
の
こ
と
を
そ
の
異
父
・
異
母
兄
弟
姉
妹
と
全
く
等
価
値
の
子
と
み
な
さ

な
く
な
る
虞
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。

　

婚
姻
を
区
別
の
基
準
と
し
て
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
連
れ
子
養
子
縁
組
を
禁
止
す
る
こ
と
を
平
等
原
則
違
反
と
し
た
本
決
定
、
及
び
そ
れ
を
受
け
た

法
律
改
正
に
よ
っ
て
、
婚
姻
に
対
す
る
取
扱
い
と
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
対
す
る
取
扱
い
の
差
異
が
相
対
化
さ
れ
た
。
学
説
の
中
に
は
、
本
決
定
で
は

「
基
本
法
三
条
一
項
か
ら
く
る
一
般
的
平
等
原
則
の
援
用
の
下
に
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
間
の
法
律
上
の
差
異
が
均
さ
れ
」
た
の
と

「
同
様
の
措
置
が
、
婚
姻
と
非
婚
の
生
活
共
同
体
と
を
互
い
に
均
一
化
さ
せ
る
た
め
に
な
さ
れ
」
て
お
り
、「
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
婚
姻

と
い
う
法
制
度
を
憲
法
上
周
縁
へ
と
追
い
や
る
自
身
の
判
例
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
」
と
評
す
る
も
の
も
あ
る
。
本
決
定
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
評
価

が
生
じ
る
こ
と
に
も
一
定
の
理
由
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
本
決
定
と
従
来
の
判
例
と
の
差
異
も
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
的
な
結
び
つ
き
で
あ
る

と
い
う
点
に
お
い
て
等
し
い
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
別
異
取
扱
い
に
関
す
る
従
来
の
諸
判
例
と
は
異
な
り
、
本
決
定
は
婚
姻
と
非

婚
の
生
活
共
同
体
と
の
間
の
法
的
拘
束
力
に
関
す
る
相
違
に
も
拘
ら
ず

0
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0

0

0

0

0

両
者
の
別
異
取
扱
い
を
違
憲
と
し
た
も
の
で
あ
る
点
、
及
び
、
本
決
定
に
お
け

る
平
等
審
査
で
は
養
子
縁
組
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
子
の
実
体
的
権
利
利
益
に
対
す
る
不
利
益
な
影
響
が
、
先
例
よ
り
も
い
っ
そ
う
表
面
化
し
て

い
る
と
い
う
点
に
は
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

民
法
一
七
五
二
条
は
、「
養
子
縁
組
は
養
親
と
な
る
者
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
よ
り
宣
告
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
。
ま
た
、

同
一
七
四
一
条
一
項
一
文
は
、「
養
子
縁
組
は
、
子
の
福
祉
に
資
し
、
か
つ
養
親
と
な
る
者
と
子
と
の
間
に
親
子
関
係
が
成
立
す
る
と
見
込
ま

れ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
て
の
養
子
縁
組
は
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
審
査
を
経
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

（
民
法
の
条
文
の
訳
出
に
際
し
て
は
、
鈴
木
博
人
「
ド
イ
ツ
の
養
子
法
と
養
子
縁
組
斡
旋
法
─
─
父
母
の
同
意
を
中
心
に
し
て
」
同
編
著
『
養
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子
制
度
の
国
際
比
較
』（
明
石
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）
一
七
三
頁
（
殊
に
一
九
四
頁
以
下
の
関
連
資
料
）
を
参
考
に
し
た
。
但
し
、
文
脈
に
応

じ
一
部
変
更
を
加
え
て
い
る
。）。

こ
こ
に
い
う
「
非
婚
の
生
活
共
同
体
」
に
つ
い
て
は
、
本
決
定
中
に
も
、
ま
た
法
律
上
も
、
明
確
な
定
義
は
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

「
婚
姻
類
似
の
生
活
共
同
体（eheähnliche Lebensgem

einschaft

）」
を
、「
男
女
の
間
の
生
活
共
同
体
で
あ
っ
て
、
長
期
に
亘
り
、
同
等
の

性
質
の
他
の
生
活
共
同
体
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
相
互
扶
助
を
基
礎
づ
け
る
、
つ
ま
り
、
単
な
る
家
計
経
済
共
同
体
に
お
け
る

関
係
を
超
え
る
関
係
に
よ
っ
て
際
立
っ
た
生
活
共
同
体
」（BV

erfGE 87, 234 [264]

）
と
定
義
し
て
お
り
、
学
説
で
は
、
こ
の
「
婚
姻
類
似
の

生
活
共
同
体
」
と
「
非
婚
の
生
活
共
同
体
」
は
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（vgl. Burhoff/W

illem
sen, H

andbuch der nichtehelichen 
Lebensgem

einschaft 4. A
ufl., 2014, Rn. 873 f.

）。
尤
も
、
本
決
定
に
お
い
て
「
非
婚
の
生
活
共
同
体
」
と
い
う
概
念
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

間
に
婚
姻
関
係
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
、
夫
婦（Ehe

）と
対
比
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
単
な
る
家
計
経
済
共
同
体
に
お
け
る
関
係
を
超

え
る
と
い
う
生
活
実
態
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。

以
下
、
法
的
に
子
の
親
た
る
地
位
に
あ
る
者
を
指
し
て
親
と
称
し
、
親
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
配
偶
者
を
含
む
）
で
あ
っ
て
子
と
の
間
に
法
的

関
係
を
持
た
な
い
者
を
指
し
て
継
親
と
称
す
る
。

民
法
一
六
八
七
ｂ
条
に
よ
れ
ば
、
単
独
で
配
慮
権
を
有
す
る
親
の
配
偶
者
は
、
子
の
日
常
生
活
に
お
け
る
事
務
に
関
し
て
、
配
慮
権
を
持

つ
親
と
共
同
で
決
定
す
る
権
限
を
有
し
（
一
項
）、
ま
た
、
遅
滞
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、
子
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
法
的
行

為
を
行
う
権
限
を
持
つ
（
二
項
）。

基
本
法
の
条
文
の
訳
出
に
際
し
て
は
、
高
田
敏
＝
初
宿
正
典
編
訳
『
ド
イ
ツ
憲
法
集
〔
第
八
版
〕』（
信
山
社
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
考
に

し
た
。
但
し
、
文
脈
に
応
じ
て
一
部
変
更
を
加
え
て
い
る
。

V
gl. BV

erfGE 121, 69 (92 f.).

基
本
法
六
条
二
項
「
子
ど
も
の
監
護
及
び
教
育
は
、
両
親
の
自
然
的
権
利
で
あ
り
、
か
つ
、
何
よ
り
も
ま
ず
両
親
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
義

務
で
あ
る
。
こ
の
義
務
の
実
行
に
つ
い
て
は
、
国
家
共
同
体
が
監
視
す
る
」。
こ
こ
に
い
う
監
護
と
は
、
子
の
身
体
的
福
祉
と
健
康
な
発
達
へ

の
配
慮
を
意
味
し
、
教
育
と
は
、
自
立
性
や
社
会
生
活
を
送
る
適
性
を
子
に
身
に
着
け
さ
せ
る
た
め
に
、
精
神
的
・
心
理
的
発
達
を
促
す
こ
と

を
い
う
（vgl. D

ieter Schw
ab, Fam

ilienrecht, 29. A
ufl., 2021, Rn. 639

）。

BV
erfGE 133, 59 (74).

（
2
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（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（阪大法学）72（1-342）　342 〔2022. 5 〕



非婚の家族における連れ子養子縁組の事実上の禁止の違憲性　
BV

erfGE 133, 59 (74 f.).
BV

erfGE 133, 59 (75).
V

gl. BV
erfGE 39, 1 (44), 46, 160 (164).

ま
た
、
鈴
木
秀
美
＝
三
宅
雄
彦
編
『〈
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〉
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
』（
信
山
社
、

二
〇
二
一
年
）
四
二
頁
［
三
宅
雄
彦
執
筆
］
も
参
照
。

BV
erfGE 133, 59 (75f.).

BV
erfGE 151, 101 (124).

BV
erfGE 151, 101 (123 f.).

以
下
、
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。

BV
erfGE 108, 82 (112).

V
gl. BV

erfGE 68, 176 (187); 108, 82 (107, 112); 133, 59 (83).
V

gl. BV
erfGE 79, 256 (267).

BV
erfGE 133, 59 (84).

BV
erfGE 133, 59 (84 f).

BV
erfGE 151, 101 (125).

BV
erfGE 151, 101 (125).

本
決
定
に
お
い
て
は
、
本
文
中
に
述
べ
た
親
に
よ
る
監
護
及
び
教
育
の
国
家
的
保
障
に
対
す
る
子
の
権
利
と
家
族
の
基
本
権
の
他
に
、
親

の
基
本
権
（
基
本
法
六
条
二
項
）
と
非
嫡
出
子
の
権
利
（
基
本
法
六
条
五
項
）
の
侵
害
に
つ
い
て
も
争
点
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
否
定
さ
れ

て
い
る
。
親
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
継
父
Ｅ
は
養
子
縁
組
を
行
う
ま
で
は
基
本
法
六
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
親
で
は
な
く
、
親
の
権
利
の
享

有
主
体
で
は
な
い
と
さ
れ
る
（Rn. 50

）。
ま
た
、
実
母
Ａ
は
、
Ｅ
が
養
子
縁
組
を
行
う
こ
と
で
Ｂ
及
び
Ｃ
と
の
間
の
親
子
関
係
を
失
う
が
、

Ｅ
に
よ
る
養
子
縁
組
に
は
Ａ
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
（
民
法
一
七
四
七
条
）、
Ａ
の
意
に
反
し
て
Ｂ
及
び
Ｃ
と
の
間
の
親
子
関
係
が
消
滅
す
る

こ
と
は
な
い
（Rn. 51

）。
ま
た
、
非
嫡
出
子
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
及
び
Ｃ
は
Ａ
と
Ｄ
と
の
嫡
出
子
で
あ
り
、
非
嫡
出
子
に
は
当
た
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
非
婚
の
生
活
共
同
体
に
連
れ
子
養
子
縁
組
を
認
め
な
い
こ
と
と
の
関
わ
り
す
ら
も
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
平
等
審
査
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
権
利
へ
の
言
及
も
見
ら
れ
な
い
た
め
、
本
評
釈
に
お
い
て
は
詳
し
く
検
討
は
し
な
い
。

BV
erfGE 138, 136 (180 f.).

（
9
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（
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）
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）

（
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）

（
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）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（阪大法学）72（1-343）　343 〔2022. 5 〕



判 例 研 究
BV

erfGE 1, 14 (52).
BV

erfGE 3, 58 (135 f.).
BV

erfGE 138, 136 (180f.).

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
平
等
審
査
の
手
法
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
井
上
典
之
「
平
等
保
障
の
裁
判
的
実
現
（
二
）
─
─
平
等
審
査
の
方

法
と
そ
の
権
利
保
護
」
神
戸
法
学
雑
誌
四
六
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）
一
四
三
頁
以
下
、
辛
嶋
了
憲
「
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
一
般
的
平

等
原
則
審
査
の
変
遷
」
一
橋
法
学
一
八
巻
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
三
九
五
頁
、
鈴
木
＝
三
宅
編
・
前
掲
註
（
11
）
九
一
頁
以
下
［
土
屋
武
執

筆
］
を
参
照
。

BverfGE 151, 101 (127 f.).
BV

erfGE 151, 101 (128).
BT

D
rucks 15/3445, S. 15.

BV
erfGE 151, 101 (128 f.).

BV
erfGE 151, 101 (129).

BV
erfGE 151, 101 (129 f.).

本
稿
に
い
う
侵
害
と
は
、
基
本
権
に
対
す
る
正
当
化
さ
れ
な
い
違
憲
な
制
約
を
指
す
。

BV
erfGE 133, 59.

V
gl. BV

erfGE 124, 199; 126, 400; 131, 239; 132, 179.

こ
れ
ら
の
判
例
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
井
上
典
之
「
平
等
保
障
に
よ
る
憲
法

規
範
の
変
容
？
─
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
導
か
れ
る
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
家
族
」
に
つ
い
て
の
変
化
」
松
井
茂
記
ほ
か
編
『
自
由
の
法
理
』

（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
六
六
五
頁
、
村
山
美
樹
「
婚
姻
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
─
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
平

等
」
中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
年
報
四
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
二
五
頁
や
、
渡
辺
富
久
子
「
ド
イ
ツ
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
─
─

婚
姻
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」
外
国
の
立
法
二
七
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
三
〇
頁
、
三
宅
雄
彦
「
婚
姻
概
念
に
お
け
る
憲
法
変
遷
と
制
度
保
障

─
─
ド
イ
ツ
「
万
人
の
た
め
の
婚
姻
」
法
を
め
ぐ
っ
て
」
駒
澤
法
学
二
一
巻
三
号
（
二
〇
二
二
年
）
四
三
頁
も
参
照
。

V
gl. BV

erfGE 124, 199 (219 ff.); 126, 400 (417 ff.); 131, 239 (255 f.); 132, 179 (190).
BV

erfGE 133, 59 (98).

（
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非婚の家族における連れ子養子縁組の事実上の禁止の違憲性　
V

gl. Leonie V
iktoria Böcking, D

er besondere Schutz der Ehe gem
. A

rt. 6 A
bs. 1 GG in der Rechtsprechung des 

Bundesverfassungsgerichts, 2017, S. 195.

春
名
麻
季
「
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
下
で
の
継
養
子
の
可
否
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅳ
』（
信

山
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
一
七
頁
。

春
名
・
前
掲
註
（
40
）、
一
一
八
頁
。

二
〇
一
三
年
判
決
で
は
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
異
性
の
夫
婦
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
創
設
し
て
い
る
同
性
の
登
録
生
活
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
別
異
取
扱
い
が
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
が
故
に
妥
当
す
る
と
さ
れ
る
、「
高
度
の
憲
法
的
要
請
」
の
内
容
に
つ
い
て
詳

細
に
敷
衍
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
養
子
縁
組
の
可
能
性
の
異
な
っ
た
形
成
を
正
当
化
し
得
る
差
異
は
、
婚
姻
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
の
間
に
は
存
在
し
な
い
。
と
り
わ
け
、
両
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
同
様
に
長
期
間
に
わ
た
り
、
法
的
に
確
た
る
も
の
に
さ
れ
て
い
る
」

（BV
erfGE 133, 59 [98]

）
と
指
摘
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
一
方
パ
ー
ト
ナ
ー

の
養
子
と
婚
姻
関
係
に
お
け
る
一
方
配
偶
者
の
養
子
と
の
別
異
取
扱
い
に
関
す
る
判
示
に
お
い
て
は
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
追
加
養

子
縁
組
を
認
め
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
根
拠
の
当
否
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

BV
erfGE 133, 59 (76).

BV
erfGE 133, 59 (75).

BV
erfGE 133, 59 (82 f.).

こ
の
よ
う
に
同
性
の
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と
そ
の
子
か
ら
な
る
共
同
体
も
基
本
法
六
条
一
項
に
お
け
る
家

族
に
含
ま
れ
る
と
い
う
判
示
は
、
従
来
の
判
例
に
お
け
る
基
本
法
六
条
一
項
の
家
族
理
解
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
同
判
決
で

は
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
基
本
法
六
条
に
お
け
る
親
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
も
判
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
基
本
法
六
条
二
項
の
親
の
理
解
も
拡

張
し
て
い
る
（vgl. Philipp R

eim
er/ M

atthias Jestaedt, A
nm

erkung, JZ 2013, 468 [470]

）。

BV
erfGE 133, 59 (84).

BV
erfGE 133, 59 (84 f.).

BV
erfGE 133, 59 (85 f.).

BV
erfGE 133, 59 (84).

BV
erfGE 133, 59 (82).
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判 例 研 究
BV

erfGE 133, 59 (86 f.).
BV

erfGE 133, 59 (87).

春
名
・
前
掲
註
（
40
）
一
一
七
頁
。

BV
erfGE 133, 59 (88).

BV
erfGE 133, 59 (88 f.).

BV
erfGE 133, 59 (89 ff.).

BV
erfGE 133, 59 (94 f.).

民
法
一
七
四
一
条
二
項
は
、「
婚
姻
し
て
い
な
い
者
は
、
単
独
で
の
み
養
子
縁
組
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

夫
婦
は
、
共
同
で
の
み
養
子
縁
組
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
」
と
定
め
て
お
り
、
婚
姻
関
係
に
な
い
二
者
は
他
人
の
子
を
共
同
で
養
子
縁
組

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
性
の
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
婚
姻
で
は
な
い
た
め
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
二
者
が
共
同
で
他
人
の
子
を
養

子
縁
組
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

他
に
も
、
第
三
者
の
親
の
権
利
（BV

erfGE 133, 59 [95]

）、
基
本
法
六
条
一
項
に
基
づ
く
婚
姻
の
保
護
（BV

erfGE 133, 59 [95 f.]

）、

基
本
法
六
条
二
項
に
基
づ
く
憲
法
上
の
親
の
権
利
（BV

erfGE 133, 59 [96 f.]

）、
基
本
法
六
条
一
項
に
基
づ
く
家
族
の
保
護
（BV

erfGE 
133, 59 [97]

）、
養
子
縁
組
に
関
す
る
欧
州
協
定
六
条
一
項
（BV

erfGE 133, 59 [97]

）
が
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
追
加
養
子
縁
組

を
認
め
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
か
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。

BV
erfGE 133, 59 (88 f.).

BV
erfGE 133, 59 (89 ff.).

BV
erfGE 133, 59 (94 f.).

尤
も
、
二
〇
一
三
年
判
決
に
お
い
て
も
、
追
加
養
子
縁
組
が
子
に
対
し
て
心
理
的
・
法
的
な
安
定
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
子
の
福
祉
に

資
す
る
こ
と
に
は
言
及
さ
れ
て
お
り
（BV

erfGE 133, 59 [91 ff.]
）、
婚
姻
関
係
に
あ
る
家
族
の
子
と
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
に
あ
る
家

族
の
子
と
の
間
の
平
等
を
審
査
す
る
際
に
、「
子
の
利
益
（
福
祉
）
は
、
平
等
を
正
当
化
す
る
実
質
的
理
由
と
し
て
機
能
し
て
い
」
た
（
渡
邉

泰
彦
「
同
性
の
両
親
と
子
─
─
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
の
状
況
（
そ
の
二
）」
産
大
法
学
四
八
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
五
年
）、
二

二
〇
頁
）。
し
か
し
、
同
判
決
中
に
お
け
る
子
の
福
祉
へ
の
言
及
は
あ
く
ま
で
も
、「
追
加
養
子
縁
組
が
子
の
福
祉
に
反
す
る
が
ゆ
え
に
別
異
取

扱
い
が
正
当
化
さ
れ
る
」
と
い
う
主
張
を
退
け
る
消
極
的
な
文
脈
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
別
異
取
扱
い
を
違
憲
と
す
る
積
極
的
な

（
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非婚の家族における連れ子養子縁組の事実上の禁止の違憲性　

根
拠
と
し
て
、
養
子
縁
組
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
る
子
の
実
体
的
権
利
利
益
へ
の
影
響
、
即
ち
子
が
被
る
不
利
益
が
挙
げ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
や
は
り
二
〇
一
三
年
判
決
で
は
、
平
等
審
査
に
お
け
る
基
準
の
当
て
は
め
の
段
階
に
お
い
て
、
養
子
縁
組
の
禁
止
に
よ
っ
て

損
な
わ
れ
る
子
の
実
体
的
な
権
利
利
益
（
子
の
福
祉
）
が
、
別
異
取
扱
い
を
違
憲
と
す
る
根
拠
と
し
て
現
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

比
例
原
則
を
構
成
す
る
段
階
は
、「
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
捉
え
方
に
よ
れ
ば
三
つ
で
あ
」
り
、
適
合
性
原
則
、
必
要
性
原
則
、
相
当
性
原

則
が
こ
れ
に
当
た
る
（
松
本
和
彦
「
比
例
原
則
の
意
義
と
問
題
点
─
─
ド
イ
ツ
流
の
比
例
原
則
を
手
が
か
り
に
し
て
」
石
川
健
治
＝
山
本
龍
彦

＝
泉
徳
治
編
『
憲
法
訴
訟
の
十
字
路
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
九
年
）
九
四
頁
）。
し
か
し
、
本
決
定
と
同
様
に
目
的
の
正
当
性
を
含
め
て
四
段
階

と
す
る
学
説
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、vgl. Christian Bum

ke/ A
ndereas V

oßkuhle, Casebook V
erfassungsrecht 8. 

A
ufl., 2020, Rn. 120.

平
等
審
査
に
お
け
る
比
例
性
審
査
は
、
自
由
権
審
査
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。Gabriele Britz

は
、

平
等
審
査
で
は
通
常
、
審
査
基
準
の
確
定
、
及
び
区
別
の
理
由
が
十
分
な
目
的
に
仕
え
る
か
、
と
い
う
目
的
の
正
当
性
の
審
査
に
お
い
て
、
既

に
衡
量
が
含
ま
れ
る
た
め
、
狭
義
の
比
例
性
の
審
査
は
不
要
と
な
る
と
指
摘
す
る
（G

abriele Britz, D
er allgem

eine Gleichheitssatz in 
der Rechtsprechung des BverfG, N

JW
 2014, 346 [350]

）。
ま
た
、
辛
嶋
了
憲
も
、
上
記
のBritz

の
指
摘
を
参
照
し
、「
結
論
を
下
す

に
は
、
比
例
原
則
の
厳
格
な
要
請
の
審
査
内
容
を
詳
細
な
確
認
・
分
析
す
る
〔
原
文
マ
マ
〕
必
要
が
あ
る
」
と
の
留
保
を
付
け
な
が
ら
も
、

「
平
等
原
則
の
比
例
原
則
審
査
の
場
合
、〔
基
本
権
の
比
例
原
則
審
査
の
場
合
と
〕
同
様
に
、
目
的
の
正
当
性
の
審
査
を
前
提
と
す
る
が
、
こ

こ
に
狭
義
の
比
例
原
則
審
査
が
内
在
し
て
お
り
、
第
一
法
廷
が
考
え
る
平
等
原
則
の
比
例
原
則
審
査
は
、
基
本
権
に
お
け
る
比
例
原
則
審
査
と

は
異
な
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
（
辛
島
・
前
掲
註
（
27
）
四
三
九
頁
）。

BV
erfGE 151, 101 (136 ff.).

BV
erfGE 151, 101 (138 ff.).

BV
erfGE 151, 101 (140 ff.).

BV
erfGE 151, 101 (145 ff.).

V
gl. BV

erfGE 142, 353 (386 f.).
V

gl. R
eim

er/ Jestaedt, (A
nm

. 45), S. 470; Philipp R
eim

er, A
nm

erkung, JZ 2019, 620 (622).

松
本
・
前
掲
註
（
63
）
一
二
二
頁
。
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）
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）
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判 例 研 究

春
名
・
前
掲
註
（
40
）
一
一
七
頁
。

尤
も
、
二
〇
一
三
年
判
決
に
お
い
て
、
養
子
縁
組
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
子
の
実
体
的
権
利
利
益
が
審
査
基
準
の
当
て

は
め
の
段
階
で
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
狭
義
の
比
例
性
に
関
す
る
審
査
を
行
う
ま
で
も
な
く
、
目
的
の
正
当
性
と
適
合
性
に
関
す
る
審

査
の
み
で
違
憲
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
た
た
め
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
判
決
と
本
決
定
と
の
間
に
、

平
等
審
査
に
お
け
る
比
例
性
審
査
の
手
法
の
差
異
（
前
掲
註
（
62
）
参
照
）
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
二
〇
一
三
年
判
決
に
お
け
る
子
の
実
体
的

権
利
利
益
に
関
す
る
判
示
も
、
平
等
審
査
の
厳
格
な
要
件
を
導
く
布
石
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し

れ
な
い
。

V
gl. BV

erfGE 84, 348 (359); 145, 106 (145 f.).

鈴
木
＝
三
宅
編
・
前
掲
註
（
11
）
九
六
頁
［
土
屋
武
執
筆
］
も
参
照
。

V
gl. BV

erfGE 116, 164 (182 f.); 145, 106 (146).
V

gl. BV
erfGE 84, 348 (360); 145, 106 (146 f.).

V
gl. BV

erfGE 45, 376 (390); 145, 106 (146).
BV

erfGE 117, 316.
BV

erfGE 117, 316 (327 f.).
BV

erfGE 151, 101 (147).
Jörn Ipsen, Ehe und Fam

ilie, in H
StR Ⅶ

, 3. A
ufl., 2009, §154, Rn. 58.

BV
erfGE 124, 199 (224 f.).

BV
erfGE 124, 199 (225).

BV
erfGE 126, 400 (420). V

gl. BV
erfGE 124, 199 (226).

BV
erfGE 124, 199 (226).

Christian H
illgruber, A

nm
erkung, JZ 2010, 41 (41).

BV
erfGE 151, 101 (148 f.).

BV
erfGE 151, 101 (149 f.).

V
gl. BV

erfGE 124, 199 (225 ff.); 126, 400 (42 6); 131, 239 (259 ff.); 132, 179 (191); 133, 59 (89).

（
72
）

（
73
）

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（
85
）

（
86
）

（
87
）

（
88
）

（
89
）

（阪大法学）72（1-348）　348 〔2022. 5 〕



非婚の家族における連れ子養子縁組の事実上の禁止の違憲性　
BV

erfGE 151, 101 (149 f.).
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BV

erfGE 151, 101 (151).
Gesetz zur U

m
setzung der Entscheidung des Bundesverfassungsgerichts vom

 26. M
ärz 2019 zum

 A
usschluss der 

Stiefkindadoption in nichtehelichen Fam
ilien vom

 19. M
ärz 2020 (BGBl I S. 541).
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. 70), S. 620.
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